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今回の調査は，中村方子博士らによる1963～1964年の調査（中村他，1966〕から15年を経て行われた。対

象を handsorting法による大形土岐無脊椎動物のみに限定し，自由学園女子最高学部生多数の協力を得て，

スダジイ林，ミズキ林，コナラ林，マツ林における調査を， 1978年9月から1979年8月の 1年聞に， 8回に

亙って行うことができたので，その結果について報告する。大きく分けた内容は四林分をまとめて巨視的に

見た現存量の季節推移と年平均現存量に関して，分解性大形土燦動物の季節消長と落葉消失速度の関係につ

いて．各調査枠ごとに作成した種類組成表，の三部から成る。現存量については，今回の調査前に 4年に亙

って実施された環境庁委託の現存量調査（斉藤他， 1976，’77，’78，’79）に引き続き，同じ方法，精度で行

ったので，前回の調査結果に加えて，気温と現存盆の関係や，現存量の多少を検討した。組成表は，生態系

の調査に理解の深い21名の分類学者に同定をお願いすることができ，予期せぬ詳しいものとなった。しかし

同定の未着手な種類もあり，まだ不充分な表であるが，大都市の只中で保護されている特殊な森林として，

各方面から関心を寄せられている自然教育園の生物相について，論議のー資料に役立つならば幸いである。

同定して下さった方々のお名前は，ここでは略させていただくが，各位に厚くお礼を申し上げる。 中でも

個体数，種類数の多いクツレープについては，次の諸氏に同定だけでなく，選別，算定の段階まで懇篤な御指

導を賜わり，再検査までして頂いて正確を期すことができた。小菅貞男（腹足類） ・大野正男（ミミズ類〉

・新海栄一（クモ類〉 ・篠原圭三郎（多足類〉 ・黒佐和義〈甲虫類〉・友国雅章（カメムシ類） ・進藤正男

（アリ類〉の諸氏である。特に黒佐和義博士には，多岐にわたる昆虫類全般の同定について，取まとめの労

をお願いし， 言い尽せないほどの御援助を戴いた。最後に，このような調査の機会を与えて下さり ，門下の

斉藤晋氏，寺田美奈子氏を通じ，種々な御指導と御助カを賜った北沢右三博士，調査について多くの便宜を

計って下さった自然教育園の千羽晋示氏に深く感謝申し上げる。

調査林の位置と概況

調査を行なったスダジイ林，ミズキを主とした雑木林，コナラ林，マツ林の位置は図 lに示した。マツ林

以外は「自然教育園の代表的植生の土肢と水分環境」 （坂上他， 1978）に報告されている林と同一である。

調査地の位置と概況は，次の通りである。

＊ 自由学園， Jiyugakuen
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スダジイ林通路と土塁の聞の，南北に細長い平地

部分を調査地とした。僅かな起伏がある。高木はスダ

ジイが主でマツ，ミズキ，ウワ ミズザクラ等も混って

いる。胸高直径が130cmを越すスダジイの巨木があ

り，高令樹の多い，林床の暗い林である。

ミズキ林ひょうたん池に下る北面の傾斜林である

が調査には通路際の平地と，これに続く緩斜面を使っ

た。優占穫はミズキであるが，シロダモ，スダジイな

どの常緑樹も多く，樹種の豊富な混靖林である。胸高

直径が Imを越すミズキの大木があり，低木にはアオ

キが多い。

コナラ林西に面した傾斜地で低湿地に続く 。調査

地点の範囲は標高18mから26mに亙り，多くは標高21

mから24mに集中している。樹種の過半はコナラで，

ミズキ，イイギリ，ウワミズザクラ等も混るが数は少

ない。大木はなく，胸高直径35cmから50cmの木が多

U、。
図 1. 調査地点

マツ林インセクタリュクムと事務所に接しており，教育園の中では一番浅い林である。樹種はクロマツ

表 I. 調査林土犠の理化学的性質 1978年9月26日 くもり

スダジイ林 ミズキ林

土tJ'liの深さ
pH 

含鮮水土率中 乾灼土熱%減中量
pH 

含鮮水土率中 乾灼土熱%減中量
cm 

H20 KCI % H20 KCI % 

0～5 4.21 3. 78 54.6 37.4 4.40 4.02 44.2 35.5 

5～10 4. 12 3.80 53.9 37.6 4.30 4.00 43.3 27.0 

10～15 4.35 4.12 48. 7 20.3 4.50 4.10 47.2 19.9 

15～20 4.65 4.40 49.2 20.9 4.50 4. 15 39.9 17.3 

20～25 4目 68 4.45 50.2 17.2 4.75 4.20 37.3 16.0 

25～30 4.70 4.47 50.7 15.9 4.80 4.30 36.6 14.8 

30～40 4.80 4.60 52.3 15.6 5.28 4.68 35.7 

40～50 5.18 4.80 52.7 13.0 5.60 4.82 38.2 17.0 

コナラ林 て＜ ツ 林

土嬢の深さ
pH 

含鮮水土率中 灼乾土熱%減中量
pH 

鮮含土水率中 乾灼土熱%減中量
cm 

H20 KC! % H20 KC! % 

O～5 4.62 4.15 36.0 21.1 4.65 4.25 45.0 28.8 

5～10 4.48 4.30 39.6 19.4 4.90 4.32 42.5 22.4 

10～15 4.45 4.30 4.80 4.49 43.5 15.3 

15～20 4.65 4.42 37.2 17.7 5.40 4.85 43.2 

20～25 4.75 4.52 34.2 14.4 5.60 5.00 46.3 15.8 

25～30 5.30 4.85 34.8 13.3 5.60 5.10 48.6 15. 7 

30～40 5.72 5.15 5.82 5.28 50.8 14.5 

40～50 5.92 5.30 39.7 15.1 6.00 5.40 50.0 14.3 
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が多く ，アカマツを加えてマツ類が50%，ワワミズザクラ，ミズキもやや多いが，いずれも樹令が若く ，胸

高直径の最大がクロマツの 44cmである。常緑広葉樹はまだ少ないが，低木層にはアオキ ・シュロが目立つ

ている。

林内土嬢の理化学的性質は坂上氏らの報告に詳しく述べられているが，マツ林と比較するために，筆者ら

が行った1978年9月26日の調査枠土段の実験値によって概略を述べる （表 l〕。pHの傾向は（H20〕〔KCI)

ともスダジイ林が著しく低く，ミズキ，コナラ，マツ林の順に高くなっている。炭素量及び窒素量の測定が

できなかったため，灼熱減量によって有機質含量の多少を推測すると，表層から25cmの深さあたりまで，

スダジイ林が高く，ミズキ，マツ，コナラの順に減っている。鮮土中の含水率もスダジイ林が高く ，コナラ

林は最も低くなっている。pHの傾向はマツ林も含めて坂上らの報告とよく合致している。今回の灼熱減量

と，坂上らのC,Nの値を比べると，今回の調査ではマツ林とコナラの順位が逆転している。恐らく今回，

新たに選んだマツ林が拓かれた場所に接し，樹令も若い等，坂上らのマツ林とは諸条件が大きく異なるため

と恩われる。

調査の計画と方法

局在性の強い大形土屋量動物を調査して， 一林分の代表値を求めるには，調査枠の数を相当多く採らなけれ

ばならない。しかしそれには制約も多いので，今回は各月，各林分の枠数は 2枠とし， 1978年9'10月 （秋

期） 1979年 1, 2月〈冬期〕 4, 5月（春期） 7' 8月（夏期〉の計8回，採取を行うことにした。2枠で

は林分差を比較するには少な過ぎるが，年間の16枠を通じて，林による相違も比較できるように計画した。

1枠は50cm×50cmとした。枠位置の選び方は，傾斜地，道路際，窪地等の条件差を考慮して，年聞を通じ

て偏らぬように作為的に選定した。handsorting法には取り残しゃ個人差などの多くの問題があるが， 1 

枠を 3人で受持ち，枠からの直接採取と節分けを併用して， 3時間半から 4時間を費す程度の採り方と し

た。従ってどの林も枠1(st. 1 ）は午前に採取，枠2は午後に採取の分となっている。掘る深さは35cmか

ら40cm を限度とした。庖位は 3層に分けて，落葉，落枝とそれを除いた表層をL，次の腐植層と柔かな黒

土層を Ao～A1，腐植の少ない徽密な移行局と赤土層を A2～B と表示した。採取した動物は層ごとに 7%

ホノレマリン溶液で固定して持帰り，水洗，選別の後，湿重量を測り，後，これを80%アノレコーノレ液に保存し

て後日の同定に備えた。

結果と考察

1. 自然教育園林内の大形土犠動物生息量の季節推移について

今回の調査で求められた枠ごとの現存量（gwet/0. 25mり ・4林分を合わせた平均現存量（gwet/mり

と，その標準誤差，変動量を表2に，個体数のそれを表3に示した。枠別に見た現存量の最大値は7月のミ

ズキ林，第2枠の24.4g/0. 25m2で，単位面積に直すと97gとなる。最少値は 1月のスダジイ林，第 2枠の

0. 7g/0. 25m2である。年間を通してみると，8回の平均ではミズキ林が多く，コナラ林，スダジイ林，マツ

林のJi闘に減っている。この差異は環境条件や植生の反映と思われるが，ここではその問題に触れず，月ごと

の4林分，8枠を平均した場合の変動量を検討する。今回の 8回の調査では，変動量の範囲は0.28～0.55で

あるが，同じ方法で調査した明治神宮の老熟二次林の 5回では，その範囲が0.60～0.83，武蔵村山市海道の

樹令の若い二次林の 5回では0.31～0.96の範囲であった（斉藤他， 1977）。 このように変動量を比較してみ

ると，教育園の 4林分は，現存量については可成り斉一な林と見倣すことができる。そこで，各月ごとの平
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表 2. 自然教育圏内の金大形無脊椎動物枠ごとの現存置 （g.w. w./O. 25mり と平均現存量 （g.w. w./m2) 

スダジイ林 ミズキ林 コナラ林 マツ林
g. 平均W.現w存.／m量2 変動量

X 土 S.E.
c.v. 

26 Sep. 1978 3. 62 3. 3gl 3. 28 3. 11 3.22 2.81 2.67 1目 0511. 57±1.14 0.28 
27 Oct. 1978 1. 62 1. 20 1. 04 3.20 1. 44 1. 05 2.11 1. 09 6. 37±1. 05 0.47 
26 Jan. 1879 1. 64 0.73 0.86 1.18 3.61 1. 75 1. 87 2.40 7. 02±1. 32 0.53 
16 Feb. 1979 4.81 3.02 1. 89 1.14 2. 70 1. 78 0.92 1. 80 9.02±1.77 0.55 
27 Apr. 1979 2.30 2.51 4.41 3.70 6.18(5.18）ホ 3.76 3.44 1. 30 13. 29±1. 75 0.37 
25 May. 1979 9.31 10.01 10.23 12.11 5.55 13.23 3.96 2.40 33. 40±5. 55 0.47 
6 Jul. 1979 20.52 5. 85 15.27 24.37 14. 19 22.45 12.72 21. 06 68. 21±8. 73 0.36 

22 Aug. 1979 7.32 1. 95 6.29 3.88 1. 44 5.95 2.71 5.52 17. 53±3.10 0.50 

8 回平均／m• 9.94 I 23.99 I 22.77(2 

＊ アリの巣のアリ を除いた値 X 土S E.はこれを用いて計算した

表 3. 枠ごとの個体数 （N/O.25mり と平均個体数密度

スダジイ林 ミズキ林 コナラ林 マツ 林 平N均／密nt度 変動量

x土 S.E.
c.v. 

26 Sep. 1978 292 290 330 189 97 103 117 65 741±148 0.57 
27 Oct. 1978 180 83 98 179 92 84 155 57 463土 68 0.41 
26 Jan. 1979 111 33 59 43 51 71 23 111 250± 46 0.53 
16 Feb. 1979 349 105 51 53 167 175 81 59 520±144 0. 78 
27 Apr. 1979 51 70 111 199 598(216〕キ 108 47 61 425土 90 0.60 
25 May. 1979 178 232 289 158 127 144 77 84 644土101 0.45 
6 Jul. 1979 229 179 255 419 159 143 68 214 831土146 0.50 
22 Aug. 1979 326 135 421 401 99 297 126 131 968±189 0.55 

8 回平均／m• 710 813 628(531)* 
68 I ~… ｜ 

均値を用い，現存量季節推移のグラフを作成した （図 2）。現存丞は冬に低く ，春先から急増して 7月に最

高となり， 8月以降は春と対称に下降する険しい 1山型を呈している。頂点にあたる 7月の平均現存量は

68.2g/m2で，この値は今までの日本の林における最高値のようである（斉藤他， 1979）。 この特徴のある推

移曲線は，明治神宮及び武蔵村山市における調査とも，極めて類似している（図3）。 しかし谷川岳山麓ブ

ナ林の4回の調査では秋季漸増型が見られ（斉藤他， 1979）西表島原生林では，10月より 2月がやや増加の

傾向で，年変化は殆んどないものと恩われた（斉藤他， 1979）。以上の調査では，各動物群の現存盆組成率

を比べて，現存量推移の型を特徴づけている動物群が個体重の大きいミミズ類であるこ とを確かめている。

これについては，今回調査されたミミ ズ類に関して別項で詳しく述べる。

2. 調査結果に表れた暖冬の影響

図2で平均個体数密度の推移を見ると， 夏の糟加は目立たず，現存量の増加が主として肥大生長によって

いることが分る。この曲線で注目されるのは， 2月の急激な増加である。この月のサンプノレではワラジムシ

やダンゴムシが急に増加し，解化後間もない微小な個体も混っている。以前の東京における調査では見られ
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なかった，このような現象は，

異常な暖冬の影響と恩われる。

東京の平均気温と調査当年の気

温（東京管区気象台〕の差を図

4に示した。月平均気温が 1月

は6.6°C（平年値＋2.5°C)2月

は8.4°C ( +3.6°C）で， 12月

から続いたこの異常な暖かさ

は，現存盆の上にも，越冬個体

の生態にも大きく関係している

ものと息われる。越冬個体の変

態や，摂食行動に直接関係する

地中温度では， （自然教育園観

測値） 2月の半月平均値で，

( 5cm）が上旬5.8°C，下旬

7.3°C, (-lOcm）では4.8°C,

5.8°Cと記録されており， 5°C g/1n、

を越える日が多かったようであ

る。

3. 他の調査地と現存量を比

較するための試み

自然教育園を含めた 5つの森

林での現存量調査と，志賀山

（北沢編， 1977）の調査結果を

用い，試みに以下の方法で， 気

混と年平均現存量の関係を求め

た（図 5）。横軸には植生学で

使われている温量指数に倣 っ

て，調査当年のみのL;（月平均

気温 5。C〕（但し正の値のみ）

を用いた。縦軸には年平均現存
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図 2. 自然教育園大型土寝無脊椎動物， 4林分の （平均〕現存量と
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図 3. 明治神宮老熟二次林と武蔵村山市海道の若い二次林の大型土

犠無脊椎動物現存量の季節推移 （平均値±S.E.) 

量をとった。季節消長の極端な東京の林の年平均値は，図2，図3から各月の値をよみ，その平均を求めて

推定値とした。全土屋量動物現存量の変化に比べて，大形土壊動物のみでは，現存量の温度要因に基ずく変化

が極めて大きいことが察せられるが，これだけの測定値では， 気温との対応を把握するには足りない。しか

し大まかな見方で，自然教育園の現存量が，東京の他の 2林にくらべてやや多いことは認められると思う。

図5に用いた数値は表4に示した。全土嬢動物現存量の数値は， （北沢篇，総括1979）より引用した。

4. 分解性土犠動物の分布と季節消長

a）自然教育園の大形土波動物群集の現存主主を， ミミズとそれ以外の動物群に分けて，各々の季節消長を
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図6に示した。ミミズを除外し

た現存量は，年間の変化が 6.2
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25 

g/m2～13.2g/m2の範囲である

のに対し，ミ ミズは10月27日の

0.13g/m2を最低として，春先に

は急激に増加し， 7月6日には

55g/m2の最高値を示している。

従って，ミミズの季節消長が現
15 

10 

存量年変化の主要因をなしてい

る。

ミミズは環帯の充分な出現前

の幼体期には，外部形態による

同定はむずかしく，今回は幼体

合計及び，成体の種ごとの個体
5 
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自然教育園調査当年と平年の月平均気温の比較
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る個体によって4月， 5月には

幼体の個体数が著しく増加し，

夏期には成長して 1年性種と同

定された成体の数が最も多くな

る。越年性種は総個体数が少な

く，春先の解化数も少ないと恩 so 

われる。従って，現存量の夏期

のピークは，フトミミズ属 sp.

No. 1を主とする 1年性個体に

JO 
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j

i

f－
－

 

可
lye
月
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f
h

よるものと考えられる。総個体

数の春から互にかけての減少

は，捕食者による場合，成長に

伴って運動性が増し，今回の方

法では採集できなかった場合な

どが考えられる。このようにミ

ミズは大形土壌動物の現存量に
1一一 SO JOO ISO 

品よかさの桁数（℃） 五（JJ・／’EJ）！＇.＼以ー5・C）（ただし 11・：のliltのみ｝

図 5. 各地域の森林における年平均現存量を温かさの指数の関係

200 

大きな割合を占めるが，その役

割については不明な点が多い。又，生活史も充分記載されていない種が多く，飼育実験等が望まれる。

林ごとに比較すると，ミズキ林が幼体数が多く，個体数が最も多い。又種類数も最も多い。スダジイ林，

コナラ林は穏組成の異同はあるが，ほぼ同個体数出現している。針葉樹のマツ林は，個体数が最も少ない。

1年性と考えられるフトミミズ属 sp.No. 1は4林分を通じて優占種であったが，大野氏によると，ミミ

ズの分布は微少な地域差が多く，この穫が必らずしも自然教育園の優占種ということはできない。しかし種

1年性ミミズによって自然教育圏内の森林では，同じような現存量季節消長を示すの組成は異っていても，

ではないかと考えられる。
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表 4. 図5の付表

調 査 地 ｜西表島｜東京明治 ｜東京判東京武蔵｜谷山施｜志賀 山
！神宮 教育園 ｜村山海道 ｜マチガ沢 I (l.B.P) 

標 高 J 30m J 35m J 11m～2sm I 1伽 Isoom I川 Om

調査期
問 jl978年lOJl j ~976年 5 月 ｜即8年 9 月 ｜即6年 5 月 11977年 6 月ド967年10月

｜～1979年2月l～1977年3月｜～1979年8月｜～1977年3月1～1978年5月l～1968年10月

温かさの指数 I c202）。 I120.2。｜ 即 ｜ 附 I(75〕。 I(36)0 

同，算出資料 l西表島狽IJ候所｜鯨管区 ｜自然教育
1955～凶63I気象台 ｜展望苔 ｜気象観淑l断 ｜胤 4～1仰 I 特別研

｜ ｜ 日 ｜（高度補正値〉｜（高度補正値〉究報告書より

（ 〉。 は平均気温によって算出。

全土段無脊椎動物

大形土岐無脊椎動物

41. 78 

39.89 
士8.4

b）採集された動物群中，等

脚目は極めて個体数が多く，ワ

ラジムシ科の Porcellio属の 1

種（大野正男氏同定）は， 4林

分の年間を通じて 3,006個体

(188/m2), ダンゴムシ類のセ

g／耐

50 

グロコシピロダンゴムシ Ar- 10 

madilo dorsalisは2,092個体

(131/m2）最近，自然教育園に侵

入したと恩われるオカダンゴム

シ （Armadillidiumvulgare) 

の68個体を加えると，総個体数

の53%を占める。このように個

体数の多い種類については， 1

林分の 2枠でも，林分差の比較

ができると考え，林ごとの個体

数，現存量の季節推移の図を作

成した（図7，図8）。

ワラジムシ， ダンゴムシに共

5 

0.5 

0.1 

年平均現存量

23.68 

13.00 
土3.5

18.75 
±3.1 

ー-<I←ーー ミミス

16.57 

8.67 
±2.6 

一－・ー唱。ミミスを ドjでいた ~i/J1却ftf

ーー一一全J-;lfil.t高刷物

17.83 

6.97 
±1.5 

12.08 

1. 24 
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＼ 
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1979 
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図 6. 大型土場無脊椎動物の現存量の季節消長

通して， ミズキ林の個体数が最も多く，その季節消長は，両者とも冬には殆んど出現せず，春から増しはじ

めて 8月に最高値となっている。他の 3林は，ミズキ林の傾向とは異なり，冬にも多数の個体が出現してい

る。スダジイ林では個体数の最多値が双方とも 9月に，コナラ林では双方とも 8月になっているが，夏と冬

の差は， ミズキ林に比べて，はるかに少ない。マツ林は．双方とも他の3林に比べて，個体数が少ないが，

ワラジムシの方が特に少ない。



- 38ー 自然教育圏内の四林分で調査した大形土段無脊椎動物について

表 5. 貧毛類出現個体数と種数 （月別〉 （大野正男氏同定〉

ノ、 タ ケ 、、、 、、、 ズ

へ ン イ セイ 、、、 、、、 ズ

フ キ ソ ク 、、、 、、、 ス

ヒ ナ 、、、 、、、 ズ

セ グ ロ 、、、 、、、 ス

フ ト ス ジ 、、、 、、、 ズ

フタ ツボシミ 、、、 ズ

フト ミミズ属 sp.No. 1 

” No.2 

” No.3 

II No.4 

II No.5 

;Ji 体

不 明＊

Total 

（出現種 数〉

＊ 不完全標本，個体断片等。

1978 1979 

Sep. I Oct. 
26 27 

Jan. I Feb. I Apr. I May. I Jul. J Aug. 
26 16 27 25 6 22 。 。。。。 1 3 。 2 。。。12 8 

1 。。。。。 4 。
1 。 1 1 。。。。。。。。。 4 。。
。。。。。。 2 。。。。。。。 2 。。。。。。。74 2 。。。。。。 9 。
。。 1 。 1 。。。
。。。。。。 3 。。。。。。。 1 。
8 1 7 5 149 160 25 3 

2 4 。。 6 10 4 2 

｜（引（O~I （ ~~I on同司：；；Ic~~ I 

Total 

4 

22 

5 

3 

4 

2 

2 

76 

9 

2 

3 

1 

358 

28 

519 

(12〕

表 B 貧毛類出現個体数と種数 （4林分〉 （大野正男氏同定〉

ノ、 タ ケ 、、、 、、、 ス
へ ン イセイ 、、、 、、、 ズ

フ キ ソ ク 、、、 、、、 ズ

ヒ ナ 、、、 、、、 ズ

セ グ ロ 、、、 、、、 ズ

フ ト ス ジ 、、、 、、、 ス
フタ ツボシミ 、、、 ス
フト ミミ ズ属 sp. No. l 

II No.2 

” No.3 

II No.4 

” No.5 

幼 体

不 明＊

Toぬl

（出現種数〉

＊ 不完全標本，個体断片等。

両五；fili~－キ－林 ｜コナラ林 ｜マツ 林 ｜ Total 

2 

4 。
1 。
。
。
14 

4 。
。
1 

91 。
117 

(6) 

。
1 。
2 

2 

1 

2 

19 

3 

1 

2 。
140 

22 

195 

(9) 

1 

2 

5 。
。
1 。

28 

1 。
1 。

71 

2 

112 

(7) 

1 

15 。
。
2 。
。
15 

1 

1 。
。
56 

4 

95 

(6) 

4 

22 

5 

3 

4 

2 

2 

76 

9 

2 

3 

1 

358 

28 

(12) 

今回の調査では，落葉分解の初期段階で，粉砕作用に大き く関与している と恩われる等脚目の季節消長

に，明らかな林分差が認められた。この原因については， 「落葉の分解消失する速さについて」の項で考え

る。
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以下には，分解性土段動物

中，出現個体数のやや多い種類

について，分布などの特徴を簡

単に述べる。

200 
ダシゴムシfJi(Armadillodorsalis: A rmadill』d山 m vulgare) 

倍足類では総計340個体中，

ミクニタマヤスデ （均1/eoglo・

meris insularum) が最も多

く，約50%を占めている。どの

林にも生息しているが，スダジ

100 

200 

イ林にやや多い（図9〕。他の 100 

倍足類については，同定者，篠

原圭三郎氏による解説を参照さ

れたい。

端脚目のヒメハマトビムシ

(Orchestiaβlatensis）は，総

計206個体採集されているが，

その70%はミズキ林からのもの

である。季節的には 9月が多

く，最大重の個体は 5月に得ら

れている。遺存生物としての性

格が強く，入手の加わらない土

地に多いこの種が，自然教育園

では，なぜミズキ林に偏在した

のか？ 疑問の残る結果である

〈図10）。
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腹足類は 400個体以上採取さ 図 7. 落葉枝分解性動物個体群の分布と季節変動 （ダンゴムシ類〉

れたが，生死判別が不充分であったために，記録はやや不正確である。小菅貞男氏の同定により算定した結

果は，オカチョワジガイが最も多く（約65%〕，次いでエンスイマイマイ（23%〕，ナミギセノレ c6 %），残

る9種は 1～2個体の出現頻度である。林別では，個体数の多い順に，スダジイ林，マツ林，ミズキ林，コ

ナラ林となり，土段水分の多少と対応しているように恩われる。季節変化は少ないが， 2月のスダジイ林で

0.5m2に57個体が見られた。4林分の総平均は13個体／m2である。

5. 落葉の分解消失する速さについて

大形土壌動物の生息数，現存量の調査と平行して，ミズキ林とコナラ林で落葉分解に関する実験を行っ

た。この種の実験は，中村方子博士により， 1963,1964年に自然教育園のミズキ林，コナラ林，スダジイ林

で実施されている（中村他， 1966）。今回は，次の四つの目的に従って組合わせた実験を計画した。

1. 落葉消失の過程と，分解性大形土嬢動物の季節消長を比較し，関連を考える。

2. コナラ林でコナラ（Quercus serrata） の落葉を用いて実験し，15年前の中村氏らの結果と比較す

る。

3. 同じく15年前に，ミズキ（Cornus controversa）の落葉で観察された速やかな分解消失が他の樹種で
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も見られるか？ ヤマザク

ラ（PrunusJamasakura) 

の落葉を用い，ミズキ林で

実験する。

4. 上記， 2種の落葉を同一

林内で比較し，立地による

差異と，樹種による差異を

区別する。これには自由学

圏構内の小さな雑木林を当

てる。

準備と実施実験方法につい

ては，前回との比較ができるよ

うに，中村氏から詳細な引継ぎ

を受けた。1978年11月 9日か

ら，コナラとヤマザクラの新鮮

な落葉，各3,000枚を自由学圏

内で集めはじめた。汚れを拭

い，中肋を中心に，コナラは径

32mm, ヤマザ、クラは千歪28mm

の円形に打ち抜き，日陰で風乾

した。風乾重が恒量になったと

き，全体の中から， 20枚ずつ，

各3組を採って，図形分を測定

した。コナラ葉は87.8～89.0%,

ヤマザクラ業は84.7～85.5%と

なったので，実験葉については

コナラは88%，ヤマザクラは85

%を平均固形分として，以後の

計算に用いることにした。この

風乾葉20枚ずつを，サランとナ

イロ ンの 2種の袋に入れた。サ

ランの袋は，大きさ20cm×15cm

ワラジムン（Porcellio sp.) 
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縫動物は通過できない。 ナイロンの袋は，直径15cmの針金の輸に， 9mm meshのナイロ ンネッ トをかぶ

せ，口を縛ったものである。伸縮性があるので，大形のミミズ類も通過できそうであり，繊維の繊毛性によ

って，落葉の砕片も可成りよ く保持されるようである。自然教育園の実験には，コナラとヤマザクラの各々

について，ナイロン網60袋，サラン網45袋を，自由学圏内の実験には各30袋ずつ， 4通りを用意した。袋に

は番号札を入れ，各20枚の葉の風乾重を記録した。12月22日に，前記の実験林の林床に袋をならベ，自然状

態に近く落葉をかけて実験を開始した。対照に用いた自由学園の林は，面積200m2余りの細長い林で，隣接

地は 2年前まで雑木林であった，若い栗林である。高木はマツ，エノキ，コナラでニセアカシアも混ってい
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る。落葉の屑は厚く，下層の古

い葉には菌糸が密にはびこり，

きのこの発生も多い林である。

実験禁は毎月 ，任意に一定数

の袋を抽出して持帰り ，業の状

態を記録後，葉を水洗して固形

重を測定し，開始前の推定固形

重に対する残存率を求めた。自

然教育園では，袋が見つかりに

くくなったため， 1979年11月で

打切り，自由学圏内では，台風

災害で環境が急変したため，同

年10月で中止した。今回は葉面

積当りの残存率までは測定しな

かったので，微生物作用や，溶

脱作用による変化量を区別して

いない。これに関しては中村氏

の報告がある（中村他，前出）。

月ごとの残存率で表した実験

禁の分解消失過程は，図11,12, 

13に示したが，これを補足して

説明を加える。

l. コナラ葉は15年前と同じ

く，緩慢な消失経過で， 1年後

の11月末にも，ナイロン網で27

%，サラン網では45%程度の残

留葉があった。途中経過の比較

- 41ー
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じである。サランとの差が少な

いので，分解，粉砕に対する大

形土岐動物の寄与は余り大きく

はないと考えられる。実験葉を

見ても，大きな食痕が認められ

たのは6月以降であり， 1年後

のサンプノレにも，殆んど変形の

ない葉が混っていた。

2. ヤマザクラ葉では，ナイ

ロン網の経過が， 15年前のミズ

キとよく似ている。微生物の漫
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透作用は， 1月から認められ， 4月からは大形の食痕が目立つようになり，次第にサランとの差が増大する

ので， 6～7月の大形土岐動物による摂食（或いは粉砕〉量の急激な増加が想像された。7～8月になる

と，中肋や主脈のみを残す葉が大部分となった。

3. 対照の自由学園林内では，コナラ葉，ヤマサ、クラ業ともに，自然教育園の経過と大体，一致していた。

（図13にはサラ ンの結果は省略しである〉。この結果，コナラ茶とヤマザ、クラ葉の消失経過の差異は，主とし

て樹種に基ずくことが確認された。前回のミズキ葉，コナラ葉，スダジイ葉の差異も同様と考えられる。

筆者らは，調査終了後の本年3月に，樹種により，摂食噌好性の差があるかどうかを確かめる観察をし

た。コナラとヤマザクラの実験葉を用い，シャーレの中で，ダンゴムシ，ワラジムシの混合飼育を試みた結

果.17°Cの解卵器中で，ワラジムシもダンゴムシも一斉にヤマザクラ薬を摂食し，コナラ葉はそのままであ

った。土屋主動物の食物曙好性についての実験は，いくつか紹介されている（北沢， 1973）。DUNGER(1958) 

によれば，大形分解性土岐動物の食物選制順位で，Quercus属の 1種と， Fagus属の 1種は，新落葉，越

冬落葉とも 8穂中の下位になっている。とれがブナ科一般にも通じる傾向とすれば，前回のコナラ，スダジ

イ，今回のコナラに見られた，林床での緩慢な分解速度に，噌好性が強く関係していると考えてもよさそう

である。Prunus属や， Cornus 属はDUNGERの食物選択順位の実験には使われていないが，上位に属する

ものと恩われる。飼育実験によってI犠好性や，分解動物ごとの食痕の特徴などが解ってくれば，林床を見た

だけでも，分解の進行や，土~動物の関与の程度を読み取ることができる筈である。

今回の調査では，分解性土波動物の季節消長に，林分差が見られたが，更に確かめる必要がある。若し明

らかな差が認められれば，植生との関連の中で，落葉の分解速度も検討され，上記の季節消長との関係、も見

出されるものと思う。

6. 枠ごとの組成表について

本文の序にも述べたように，この組成表は分類学者の協力によって成った。それにも拘らず，不充分な記

述の多いことをお詫びする。湿重量測定の際に，類似穏をまとめて秤盆したため，同定後に分離して表に記

入できないものが多くなった。秤量後に 3庖分をまとめて保存したため，異種と判っても，庖位が区別でき

ない場合があった。標本の出し入れの際に破損，紛失して同定できないものがあったなどのためである。

今回，同定まで及ばなかった種類は，鱗麹目幼虫，双麹目成・幼虫の大部分，双尾目，小形の蜘と卵類で

ある。同定困難なクツレーフ。のため，種類数だけでも数えて，林ごとの出現種類数や，個体数順位の曲線を求

めて比較したいと考えていたが，組成表に手間取り ，実行できなかった。直接，組成表からの読み取りを希

望する。ミズキ林の組成が最も豊’高と見受けられるが，現存盆の多さと相侠って，興味深い林である。ま

た，調査当年の例外的な異常暖冬の影響が，産卵や変態の季節を狂わせていると恩われるので，特に留意し

て見て頂きたい。今回の組成表の作成に際して二，三の同定者より ，土波動物の生活史には不明の部分が多

いとの指摘を受けた。生態系の調査を受持つ者と ，分類専門家との緊密な協力によって，この暗黒部分に早

く光が射すことを期待する。
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表 7

Sep. 26, 19 78 スダジイ林 0.25m＇×2 

st. 1 st. 2 

動物 名 L Ao-A1 A2-B Total L Ao A1 A,-8 Total 
N Wmg N Wmg N Wmg N Wmg N Wmg N Wmg N Wmg N Wmg 

オカチ ョウジプfイ 80 2 90 2 5 175 478 13 108 17 586 f也3f.[( 

ヒナミミズ 316 316 

』I」Iークモ U 5やR 4 2 2 8 16 3 44 3 44 
ヒメハマ トピムシ

ワラ ジム y 千ト 32 346 
PorcelUo ST'-

18 87 5 2 438 57 715 159 600 8 72 184 1,387 
セグロコシビロ Y’ンゴ 19 171 25 516 9 107 53 794 14 202 38 396 2 18 54 616 Lシ

ミクニタマヤスデ 9 231 5 98 5 110 19 439 6 163 6 163 
マクラギJヤスデM 4 172 40 2 36 7 248 55 55 

イ ッスンムカ 'TM 3 27 3 27 II 2 17 3 28 

ナガズジムプ，7#Jl

Yメジムカ デ胤 19 24 169 30 188 7 120 IOI 10 221 

ジdι カテ lI 幻J虫

7 カ L カ "j'j晶 8 76 8 76 

カネタタキ 幻J!lt 50 50 51 51 

ヒナカマキ リ 2( t }126 126 

ヒメ〆ジロ ノ、寸FミL‘シ事 57 57 

aヤマトシロアリ 33 84 30 63 63 147 

yチカメムシ ｝~己出

ヒメホシカ メ ムシ却1!lt 4 234 5 161 15 10 410 24 37 2 61 
オオチ ャイロナガカ メ

ムン｝此虫

全員1UI11 幼 虫 49 49 

Aえ姐iII Jjdt 17 2 ！？ 5 5 

クヒナカコ ー＂yムン 28 25 53 
ヒ γサープfコノ "/ ~－：＇Jdt 

13 
クシコメッーr 幻J!lt 15 15 

七モン＊ソオオキノコ 3 
ム y

プJY ソクナフ l ソ ·~ム 13 2 13 
ユノ

ソ，.'J L シ苓十

Curculio sp. 合OJ！』t

シ， u スジギン グナ，＜ザー 103 103 

つu コ γ ＇） れ！！ 2H. 19 9 20 10 4 3 5 

Total 109 1,454 131 1,690 52 472 292 3,616 80 I守639 192 1,490 18 262 290 3, 391 

本 この経は成虫 と.UMJ1'.llのIUJ1Jがl封切主た肉、成虫 ・ilJ'.llの区別lをしていな t、
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表 8

Sep. 26, 1978 ミズ キ林 0.25m＇×2 
St. 1 St 2 

{!JJ 1却 .r, L Ao A1 Az B Total L Ao A1 Az-B Total 

N w N w N w N w N w N w N w N w 
寸崎ミ キ士： Iレ 2 457 2 457 

オカチ J ウシメ／イ ム 2 30 
ンス イ－~イ －~ ( 

2 30 7 7 

フ！ミミス ，，，. 1,)(: f1' 

: 9 525 525 
，， 1J1f1' 

モエキザ l•/ ム／ IO IO 

』＇OEクヒ lI 4 He 10 89 584 91 594 3 2 8 6 4 17 

ヒ メ〆、－.－ト ピム／ II 163 9 73 2 14 22 250 4 45 19 162 3 46 26 253 

リ ラ νム／千十 56 250 35 118 
Po rce/Uo sp. 

3 94 373 27 203 22 51 25 52 279 

ー七ク口コシビ uy’ン J 50 401 19 180 
L. 二ノ

17 70 598 27 467 29 285 6 93 62 845 

ミク二 y－~へア、す 3 72 21 4 93 

オピ.，.ス －，－ .,. 

I 2 64 64 67 1 67 
ツ lヶ、ノ、テkA

イッスンムカ T,,. 

ヒトソ J ムプ，7 ¥Ji, 99 2 5 210 125 18 3 143 

’f’ン’ムプ， －，・111!,

十，，.人 J L. 'J T同
I 2 2 4 112 6 114 2 4 2 28 4 32 

-ムカ γ ｜｜ 1J1 Lll 

，.ヵムプJTi1J!, 4 8 13 6 197 2 9 7 212 

コ L./II 12 3 12 3 

ヒゲジ υ ハサ ミムシ 1 220 220 

ツチ カメム ン ），＼（ .tJJ ！』1
3 62 2 106 168 3 148 4 218 2 159 9 525 

ヒノ .r.ンカノ L J 幼虫 1

蛸坦Jll 1JJLll 16 16 

ハナ〆、 x.H
Famoia "I' jjJLll 
クピナプJ J ヒク J‘J 15 15 

ピ uウ l_, f｝ 千、 1( t jl02 I 102 

ヒゲナプ，＿，，，ソ A-YJ1Llt 5 1 

クシコノツキi也 幻1Llt
？’ノイロ 7’リ

81 81 40 1 40 

アリ 千ト
2 9 I 8 IO 

Campo .. olus sp. 

アリ 千ト 島市
11 3 2 14 

’rota) 131 1.304 186 1,824 12 155 329 3, 283 70 1, 146 94 1,425 25 540 189 3, 111 
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表 9

Sep. 26, 1978 コナラ林J 0.25m＇×2 

St. 1 st. 2 

動物 r, L Ao-A1 Az B Total L Ao-A1 Az B Total 

N w N w N w N w N w N w N w N w 
エンスイ マ イマ イ 2 135 2 135 16 16 

フキソタミミス： 419 419 

真 正タモ U 4 千• ff 2 14 3 6 23 5 3 64 4 69 

ワラジムシ千十

Porcel/;o SIA 10 114 26 283 40 40 437 93 16 33 16 24 142 
セ グロコシ’ピロタ’ンゴ 132 13 293 3 21 428 6 110 16 208 4 91 26 409 

4ムー〆

ミクニタマヤスデ 41 41 13 13 

マクラギヤスデRf!, 4 191 22 213 3 102 22 4 124 

ナプ＇／ 7'ジム カ デM

ヅメジム カ デル4 21 2 83 6 104 

ジムカデ¥J 幼虫

アカ ムカデ胤 4 80 2 84 55 143 4 9 202 

ヒノ ッチ カ メムシ成虫

ツ チ カ ノ ムシ1ι、幻J虫
8 559 84 19 1,430 I 2 164 164 

f也2千of(

ヒ グラ Y 2令 幼虫 5 5 

双旭日 幼 虫 2 61 62 

ヒゲナガコメ Yキ幼虫 4 155 4 155 

ク ロ ツ＂＇＂ ’ハ F コメ Yキ 13 13 
却J"' 

コメツ キムシ千キグ） 1 手•［（ 208 208 
(1》≫fl

カ シワクチ ー／ トゾウムシ 5 5 

ゾウムン字十

Cu rculiu sp. !'JJ!lt 13 1,050 13 1,050 
、／ウムシ手J十 幼虫 49 49 

ア リ4干 2 28 6 3 34 

Total 36 I, 792 53 1, 215 8 213 97 3, 220 23 423 54 843 26 1,548 103 2,814 

＊標本紛失のため Jul~できず。 以下，，；］ じ
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表 10

Sep.26, 1978 マツ林 0.25m＇×2 
St. 1 St. 2 

動物 t. L Ao-A2 A2-B Total L Ao-A1 A2 B Tota I 

N w N w N w N w N w N w N w N w 
ナ ミ キ七 Jレ 6 954 4 40 IO 994 

オカチョウジプfイ 初 20 

フトミ ミス}jJI, 幻•JH止 16 16 

』'.lJI二ク モ lI 3 f•[;. 158 I 158 3 22 2 25 

ヒ メ ハ マ ト ピ ム シ 3 17 2 20 17 JO 2 27 

ワラジムン千十

Pore ell i o sp. 17 57 21 55 38 112 8 19 2 9 10 28 
セグロコンビロ 7 ン ゴ 13 223 66 II 19 300 23 359 98 30 457 

ム シ

オピヤス テ’}jJI, JO JO 

イ yス ン ム カ デ胤

42 14 20 16 62 
ゲ ジ ム プ， 'j'}fll, 

ツ メ ジ ム カ デ 絹 13 88 3 IOI 39 39 

ジムカデ属 幼 虫

アカムカデ属 72 72 2 103 2 103 

コムシ白 4 2 4 2 

ヒゲシ’ロハサミムシ 20 20 

yチ カメ ム y Ji<:!.lt 

ヒノホシカメムシ
15 13 350 2 71 17 436 5 75 131 8 206 

Jt乙 幻1!.lt 
蝉t泊HI i'JJ !.ll 5 234 5 234 44 44 

A民組JU 幼 虫 15 15 

マ ル ガ タ ゴ ミム シ 1 36 36 

ヒγナガコメツ者ムン幻J!.ll 10 I JO 

クロタシコメツキ！＇ JJ!.ll 139 139 

ソウリムシ千十

Curcul io •P- 62 1 62 

止 l•;J'.<£ 生1fJ 1 2 2 

Total 45 I, 525 65 835 7 341 117 2,701 39 483 25 522 

“ 
65 I, 049 
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表 11

Oct.27,1978 スダジイ 林 0.25m＇× 2 
St. 1 St. 2 

1'11 ~＇却 r. L Au A1 A2 B Total L Au A1 A, B Total 

N w N w N w N w N w N w N w N w 
オカチョウジガイ 277 5 277 26 9 35 

ftll 2同
フトミミズ胤 4 99 4 99 

モエギサr トウムふf 2 

J'.(jEクモ lI 6 Hf 5 120 4 6 124 29 29 

ヒメハマトピムシ 26 26 

ワラジムン手ト

Pore ell io •P 17 248 17 248 42 593 13 2 14 45 620 
セグロコシピロダンゴ II 218 7 12 225 4 89 63 6 152 

ム戸
ミクニ タマヤスデ 7 181 181 50 50 

ハガヤスデ胤 2 

メ タライユ〆ムカ デ 胤 2 12 3 6 17 

ナずズジムカ デ胤

9 8 30 18 42 28 81 6 21 6 48 13 70 
ジムカデlI YJnlt 

アカムカ デ胤 29 8 50 13 79 16 2 16 

コムシ l』

--,.yラカ 7 ドウ －，－jJJ!h 106 106 

ヒヤ’ジロ J 、＋ナミ dムシ 77 77 

ャーすトシロアリ 19 40 34 64 53 104 

ゾ’チプJメ L‘＂ 幻＇J'1t

’鼻lll11 i'J1'1ぇ 1 11 2 12 69 69 

Iii.姐J11 i'J1 '1t 18 5 18 2 40 2 3 43 

サルハムシ の 1H<!'J1'1t 3 2 

ゾウムン千十 全1J'1t 3 4 12 9 6 24 

キイロシリ 7’ケ’7’リ

3 9 8 16 
4 3 4 3 

ア リ千ト 6 4 2 2 3 
Campmwtu3 sp 

-l<l•lJ 五i t'fl 

Total 64 JZ294 49 172 67 151 180 I, 617 53 963 15 164 15 69 83 1.196 
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表 12

Oct.27,1978 ミズキit 0. 25m＇× 2 
St. I St. 2 

動物 r. L /¥u /¥1 /¥2 B Total L Ao A1 A2 B Total 

N w N w N w N w N w N w N w N w 

オカチョウ ジえfイ、 119 49 5 168 37 3 141 4 178 
エ ンス イマイマイ
フ｜ミミズl1J¥ リJ(-1: 156 156 

!'t.11・：タモ lI 5 H• 4 9 9 5 23 3 16 3 13 11 52 

ヒメハマトピムン’ 2 50 51 24 125 6 81 5 23 3 43 14 147 

ワラジムノ H
Porcellio sp. 11 Ill 18 92 2 16 31 -219 55 621 27 109 4 53 86 783 
七グロ コシビ u :Tンゴ 5 54 5 78 2 40 12 172 14 291 9 165 43 24 499 

ムン
ミ7ニ タマヤス テー 2 108 108 32 32 

フ lケ Jヤスデ＂－＂

イ ソスンム カデ胤

メク ラ イyムカ デ胤 16 3 16 5 37 4 42 

インム カデ胤

ナ ガズジム カテkl!,
I 13 15 14 21 10 3 10 

ジムカ テ lI '"d~ 

アカムカテ1瓜 131 3 131 6 383 6 383 

J ム yII 12 6 11 6 

ヒメクビナガカメム ノ 3 
iJJ ~t 

ソチカメム戸 iili:~t 

チ ャノ〈才、ア オカメム シ 2 75 6 458 2 158 9 691 
！北 ~t

ヒメホ yカメム シ1，）（、
iJJ~t 

以旭川 '!JJ~t 7 7 

.，，レプfタビロ ウド ＂tjf、 I（干）187 187 

ヒゲナガコノソキ：リj~t 2 34 23 3 57 

コメソキム，－ l'f
Melanu/us 叩 iJJ~l 4 
チビヒ ョウタシ ノウム〆 6 6 

ア，， tj yパチ 件
I( t) 5 5 Seierυdermus sp 

ア〆イロアリ

2 7 6 7 
アリ ＋も

Cam~~•wlus sp 
-J<t.rJ: iJJ !lt 3 3 2 2 

Total 22 442 69 487 109 98 1, 038 91 1, 149 71 I, 325 17 722 179 3, 196 
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表 13

Oct. 27, 1978 コナラ材t 0.25m1×2 

St. 1 St. 2 

動物名 L Ao A1 Az B Total L Ao A1 Az B Total 

N w N w N w N w N w N w N w N w 
オカチョウ ジガイ

i 4 148 2 53 6 201 
エンスイマイマイ

モエ ギザ ト’Yム シ 3 

;'.J;丑ミクモ仁l !;11cl•. ＋ ＋ 

ヒメハマトピムシ 23 23 

ワラジ L、シ千十

Porcellio Sf'・ 5 36 26 155 2 5 33 196 30 272 26 169 3 57 444 
セグロコ シピロダンゴ 13 317 26 469 39 786 22 338 22 338 

L、シ

ミクニタ 7 ヤスデ 2 58 2 56 114 41 41 

フトケヤスデ版 2 

十 7f丈ジムカデ｝品

31 2 31 33 33 
ジムカテe LI 土ゴ1ill 

カネタタキ i'JJ '1t 33 33 

ヒメクピナガカメムシ

土ゴ1'1l 
Yチ カ メ ム シ ,,J乙'1t

45 45 153 153 
チャ，，ネアオカメ JK シ

，，）；：且工

ハナノ fエ 科

Fannia Sf＇・主 iJ'1! 12 12 
カシワクチプトゾ’y 8 8 

.f_,/ 

Total 27 月91 62 826 92 1,422 56 202 27 202 3 84 1,050 
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表 14

Oct27,1978 マツ林 0.25耐 × 2
St. 1 St. 2 

刷物 r. L Au A1 A, B Total L Ao-A1 Az B Total 

N w N w N w N w N w N w N w N w 

オカチコウ ジガイ

16 9 98 18 12 132 144 2 144 
エンスイ 7 イマイ

モ ヱ ギ ザ ト ウ ム シ 6 6 

キ ーン ノ『7エトタテグモ 116 116 

ヒ メ ハ マトピムシ 7 7 

ワ ラ ジム y 干ト
PorcelUo sp 7 62 13 35 21 98 7 120 2 5 125 
士：ゲ円 コシ ピロダン ゴ 22 357 17 283 2 40 642 28 466 49 31 515 

ム 戸

Eクユ タマヤス デ 22 119 4 141 

ヒ トフ y ム カ デ)/JI, 52 3 56 7 2 7 

-t-苛 ヲ、 J‘ L カ デh也
31 5 31 

ジ ム カ TII 対J!lt 

ア カ ム カ デ胤 79 183 6 262 15 2 15 

コム y II 13 14 5 5 5 

ヒ’・，－；；ロ ハ サ ミムン 146 146 

ゾチカメ i、ン '"<:!lt 4 284 4 284 2 161 2 161 

脱 出lI 土l1tlt 2 12 2 12 

J、－，ダ子，.c 7 J‘／  1 >I 1 
152 

ク ピ 十ガずモクム ン

クンコノ y キ yJJ!lt 76 76 

ワタセハリアリ

29 53 31 57 2 3 
キイロケアリ

A占 I • ・） ＇，己 ，」自 6 6 6 6 

Tola I 35 595 81 1,431 39 81 155 2, 107 39 737 17 354 2 57 1,093 



- 52 - 自然教育圏内の四林分で調査した大形土段無脊椎動物について

表 15

Jan. 26, 1979 スダジ イ1ホ 0.25m＇×2 
St. 1 St. 2 

MJ物名 L Ao A1 A,-B Total L Ao A1 A2 B Total 

N w N w N w N w N w N w N w N w 
オ カチョウ ジプfイ

16 2 24 9 100 169 21 10 196 
エンスイマイマイ

ヘンイセイミミズ 2 356 2 356 

ワラ ジムン4ト
Porcel/;o 車，，. 14 108 2 31 16 139 10 10 
-tク’ロコ シピロタ’ンコ’ 14 118 8 132 1 209 29 8 238 ムン

ミクユタマヤステJ 9 228 9 228 2 56 2 56 

オウギヤスデ属

7 クラギヤス テh且 41 2 9 49 

ヤケヤス デ属

メ クラベシムカデ1品 3 II 3 4 6 15 2 2 2 

ナガズ ジム カ デ胤

11 4 6 15 23 10 3 II 
ジムカテ lI M ~t 

アカム ダ，-'j'}/i!, 3 33 9 4 42 2 116 2 116 

ツチカメムシ ＂比山 82 64 2 146 13 73 

ナャノ〈ネアオカメムシ 2 269 269 
Jk~· 

蝿 坦1「1 幼虫 12 12 

以Ml11 1広 ~＼ 12 12 

双姐lI 幻IDt 6 53 8 1 61 6 

7 ピナえfゴモクムシ 22 22 

サピキ コリ f!.ゴJ~ ＼ 1 1 

ヒゲナガコ メソキ ！ode 8 8 

ゾウムン千十

Curcu[;o ・'1'・ 土}J cl• 3 3 
ドンク’リキ タ イム ン 3 3 

T メイロ 7’リ 3 10 15 28 18 38 

Total 5 298 76 I, 113 30 116 111 1,641 。。 28 650 5 16 33 126 



自然教育圏内の四林分で調査した大形土嬢無脊椎動物について - 53 -

表 16

Jan.26, 1979 ミズキt本 0.25m＇×2 
St. 1 St. 2 

動 物 L Ao A1 A, B Total L Ao A1 A，一B Total 

N w N w N w N w N w N w N w N w 
オ カ チョウジガイ 8 14 159 3 181 13 2 17 3 30 

世ι2H. 
ヒ ナ ミ ミ ズ

195 2 195 81 3 233 162 6 476 
フ lミ ミ ズ属 土)Jj本

h H ク モ H 4 H. 70 2 9 3 81 14 2 21 4 35 

ヒノ ハ マ トピム シ 72 72 2 65 2 65 

ワ ラ ジム シ干十

Porcellio sp. IO 5 8 6 18 2 44 2 44 
セ グ ロ コ シ ビ ロ 7ン ゴ 34 34 49 49 

L、y

ハガヤス デ胤

マ ク ラ ギ ヤス 'TM. 3 4 78 2 5 II 回

オ ウ ギ ヤ ス テ＇M.

フ トケ ヤ ス デ胤 8 46 8 46 

ナガスF ジム カ デ胤

ソメ ジムカ デ胤 15 19 15 19 72 3 72 

ジムカ デ lI 土IJ ~ l

イ ン ムカ デ 刷 幻J~l 3 28 3 28 

ア カ ム カ テ’胤 IOI 101 

J 、 寸T ミ コ dム シ 十ト ~） 1 Hi 6 6 

ヒケJ ジロノ、 ＋tミム シ 2 102 2 102 

.... ・7 トシ ロ ア リ 3 3 

チャ／〈ネアオカメム シ 119 119 
,,ldl 

ヒグラシ 4寸T !'JJ~ l 26 26 

鱗坦111 幻J~ l 15 15 

以 姐111 ，，記 ~ l

以世Jll 土IJ ~ l 2 91 2 4 94 

オ サム ：..H
Synuchus sp. 幻Jut 2 2 
ツマグロアプJ, fハネカ 1( t) 22 22 

ク ν

ヒラ タム ン l千十
Heteromera "'I H!'JJul 
ホソ カ タ ム ン千十の 1柿

幼 虫
ゾ ウ ム シ干十

Curculio sp !'JJul 5 

Total 6 223 46 430 7 203 59 856 10 313 26 671 6 195 42 I, 179 



- 54ー 自然教育圏内の四林分で調査した大形土段無脊椎動物について

表 17

Jan. 26, 1979 コナ ラキ本 0.25m＇×2 
St. 1 St. 2 

動物名 L Ao A1 Az-B Total L Ao A1 Az B Total 

N w N w N w N w N w N w N w N w 
オヵ チョウジプ／イ 15 15 2 27 27 

ナミギセ Jレ 134 134 

イタチゲモ 16 16 

ヒメ ハマトビムシ 33 33 

ワラジム y手十

Porcellio sp 21 5 58 7 109 13 188 9 48 3 19 12 67 
セグロコシピロダン ゴ 25 56 3 74 5 155 4 67 7 105 12 177 

ムニ〆

マクラギヤスデ胤 11 II 

インムカデlI 4 4 

ナガス’ジムカデ凶

63 2 63 2 6 3 7 
ジムカ デ II 幼虫

アカムカデ属 3 195 3 195 112 112 

ヒ今Jジロノ、サー ミ4‘シ
75 75 

ツチカメムシ’ 成 11

ヨコスーナツチカメムシ
119 5 1,286 6 I守405It主!.It

チャ，，ネアオカノムシ

1£!.lt 
ヒグラン 3 1> !'JJ'.lt 16 16 

輯 姐1II 幼虫 3 75 37 4 112 6 19 2 46 8 65 

双姐 l二l 幼虫 72 72 

ハナ Jぐエ科

Fannia sp. 幻'J'.11 3 9 3 12 
オサム ン千十

Synuchus sp. 
幼幼虫Jc 3 3 

コメYネムシ千千 252 252 

ヒヴ’コメ y キ ガJ!.It 208 219 2 427 

ゾウム yキト が1!.It 8 514 8 514 44 12 417 13 746 27 1,207 

Total 8 464 18 1,661 26 1,486 52 3,611 25 191 31 735 17 832 73 1,758 



自然教育圏内の四林分で調査した大形土段無脊椎動物について - 55ー

表 18

Jan.26, 1979 マツ林 0.25m＇× 2 

st. 1 st. 2 

動物名 L Ao-A1 Az B Total L Ao A1 Az-B Total 

N w N w N w N w N w N w N w N w 
オカチョウ ジ〆fイ 1也2l•f; 4 86 4 86 49 348 6 92 15 440 

ナミギセル 389 389 

フ lミ ミxh崎 296 296 

1't:IEクモ II 2 H¥ 2 4 

ヒノ J、＂？トピム シ 14 41 5 55 

ワラ ジム ン4ト
Por eel t; o .<Jλ 5 2 2 6 5 3 11 
七夕ロコ シ ピ .， y シ f 64 21 41 2 126 18 300 41 818 14 60 I, 132 

ム シ

三ク ユ タマヘー スデ 48 48 

イ ン ムカ デ胤 22 4 2 26 

ナガズ ジム カ デ踊
、

5 3 2 14 3 15 
ジム カ デ川 ガJ~＇ 

ソチカメム シ 1,1< De 12 12 11 159 6 170 

ヒ グラ y 3令 土iJDl 15 15 

鱗 姐111 土IJDl 38 38 

双姐JII 土IJDl 3 11 3 11 

ハナ，，エ科 2 19 2 19 
Fa,,,,;a ・'1' 幻jDt 
コ ク ロ コ ＇fネ 3イ＞i'JiDt 11 11 

セ －.， y ラコズr'1 3令幻•iD •
11,032 11 031 

サ ピ キ コ リ 土IJDl 9 9 

クロクシコメツキ土IJDl 145 145 

ク シ コ ノ yキ 幻JDt 2¥ 
157 26 183 

ヒゲナガコ ノ Y キ 幼 虫 3 4 

プウム シ千ト .YJi Dt 3 3 

7‘ノイロ 7・り 3 

Total 4 69 12 174 7 1,622 23 1,865 36 736 65 1,611 IO 69 111 2,416 



- 56ー 自然教育圏内の四林分で調査した大形土岐無脊椎動物について

表 19

Feb. 16, 1979 ス夕、ジイ 林 0. 25 m＇×2 

St 1 St 2 

動物 t. L Ao A1 A, B Total L Ao A1 A,-B Total 

N w N w N w N w N w N w N w N w 
オカチョウ ジガイ 1也3H. 34 425 34 425 8 531 14 207 92 23 830 

フ l ミミス’k•• ?J1fイド 13 141 2 154 

J'fJt • ク vモ l I 7 Hi 6 121 6 121 2 2 4 

ヒノハマトピムシ 16 2 17 2 20 2 20 

ワラ ν ム，..fト
PorcelUo •P· 6 73 123 796 9 21 138 890 48 12 55 5 45 22 148 
セ 7・ロコシピロダンゴ 55 58 1, 116 
L シ，

65 65 1.236 2 62 16 397 2 44 20 503 

ミクニタ 7 －＼＂• ステー 94 17 522 21 616 77 2 77 

オウギヤス デ胤 3 3 3 9 3 9 

ワ トケJヤスデ＂＂ 10 IO 

イ yム カ デ胤

ヒ トフ yム カ テ .... 92 92 60 2 2 62 

ノ クライ yム カ デ以

十 ヨザヌ：ジムカデ同

33 5 9 16 42 3 3 3 3 
ジ ムカ デ lI タOJ!.h

ア カ ム カ デ胤 9 1,064 9 I. 064 4 282 13 295 

コムシ lI II 6 4 15 7 

ヤ マト シ ロアリ 3 8 3 8 

ツチカメム シ i＆ ~t 51 51 2 123 2 123 

以姐JI! えidl 8 8 6 6 

蝉与姐JI! 土h~l 8 8 3 3 

コクロガネ I i 513 513 

ハムシ 件 の 1H. 幼虫 6 II 6 II 2 2 2 2 

タロク シコ メ ソ キ却J.リl
56 56 

ヒゲナプf コ メ Y キ ？J1~.l
31 1 I 17 17 

クチキム シ刊 67 67 

A llecula '1'- ク：！dt
‘／ウ L、シ干J十 幼虫 2 II 2 II 232 4 232 

キイ ロケア リ

アリ f＇十 8 6 13 7 21 
Campo.,otus sp. 

-"l•;J;il !ifi 6 31 4 21 10 52 2 11 2 II 

Total 14 222 294 4,365 41 221 349 4,808 16 654 63 1,907 26 461 105 3ρ22 



自然教育圏内の四林分で調査した大形土壌無脊椎動物について - 57ー

表 20

Feb. 16, 1979 ミズキ中本 0.25m＇×2 
St. 1 St. 2 

ofdJ 物名 L Ao Ai A2ー B Total L Ao-Ai A, B Total 

N w N w N w N w N w N w N w N w 

オカ チョウジ ガ イ

26 4 55 5 81 7 2 IO 3 17 
エンス イ マ イ7 イ

ヒナ ミ＇ 7: 
I 3 453 3 453 172 172 

7 トミミス’胤 !'M本

ヒ ノ つ.，レコ モリ ク’モ 16 16 

ヒ メ J 、7 卜ビムシ 28 II 2 39 

ワラ ，.L‘L〆千十

PorcelUo 且p. 2 3 30 37 14 42 3 8 17 50 
叱：ク’ロコシピロダン J’ 22 22 

£、 J

ミクニ タマヤスデ 5 131 5 131 

7 トヶーャ ステ・M 2 2 

ナガス’ジ ム カ デ 胤

ソメ ジム カ テ’M 91 3 8 8 99 64 2 20 6 84 

ジム カ rll 幻j~ l 

ヴカムカテ料 117 117 8 8 

ソ＋ カノ ムシ 1＆ ~l 4 284 4 284 3 221 3 221 

ァープラ -t:ミ 3令幼虫 168 168 

創時姐Jll 。：！1Llt 59 7 2 

“ 
A見世Jll 幻1Lll 3 189 192 

オサ ムン 千十

Synuchu< <P‘ 幻jLlt 2 22 22 12 3 22 4 34 
J 、コ ダ テ ゴ モクムシ II 6 I 92 92 II 6 I 70 70 

ク ロ クシコメ Y キ土hue

ヒゲナ ガコメソキク：！1Llt
I 1s1 

→ナピキ J リ j幻JLll 2 23 

コ メ ソキムシ 干千 92 301 
S elatosomus sp. YJ) Lll 
ゴミムシダマシ 刊

Gonocephalum sp. !'JJ Lll 14 209 2 16 
コハナパチ 件

Lasiag/a.•.mm sp 43 43 

Total 4 36 34 997 13 856 51 1,889 79 39 760 10 297 53 1.136 



- 58 自然教育圏内の四林分で調査した大形土段無脊椎動物について

表 21

Feb. 16, 1979 コナラ中本 0.25m＇×2 
St 1 St. 2 

！日I) ~；｝） :/', L Ao A1 A, B Total L Ao A1 A，~B Total 

N w N w N w N w N w N w N w N w 
オカチ ヲウジプ／イ 111!6帥 5 303 6 86 II 389 4 68 4 29 2 20 10 117 

If 1t・：クモ II 3 H< 2 142 2 3 144 

ワラ ジム r千十

Porcellio • p . 15 160 30 302 45 462 28 132 28 132 
セダロコシビロ 7 ンゴ 17 235 33 712 2 52 52 
L シ

999 4 95 13 263 5 16 22 374 

ミクユタマヤステ 30 4 86 2 41 7 157 8 207 28 9 235 

？ク 号 キ Jヤスデ同

オウキヤステM : 2 38 3 86 3 7 127 26 2 37 2 8 5 71 

方 ビ ベ ステ 1，~

フ｜ケヘス テ M ＋ -1- ？ 45 4 45 

ヒトゥシムカ テ •A

3 3 2 2 
メクライ yJカ デ ルell,

十吋ヲ二 ジ L カデ凪

ソメ J ム，，予.~. 4 39 4 16 9 56 2 5 7 7 9 

ジ ムカ テ lI 5'J1~l 

アカムカ デ 胤 68 68 145 111 2 256 

アーチカノム シ ，，）（~＇ ' 

70 3 2 73 234 3 11 8 245 
、I＇・姐111"'I H; 

ア ザラ ピ ミ2 3令 タUdt 2 4 2 4 27 27 

91専処1II YJJ ~l 2 9 2 9 

A足世111 タUi ~ t 10 10 16 II 26 62 37 63 40 

ハナ， f工 科

Fa .... ia sp 2 8 3 4 4 
h'.lll 11 ，，）（リL 3 2 自

？ピ十世J ＇モ ？ L. , I（干） 29 29 

オサ・ムシ I＂ト
Sy,,uchus sp. !U1 ~＇ 3 19 19 
7ロサピイロ，、トデJ:;/ II t )131 131 

，、宇カク ン千十

Tachyporhwe sp !'JJ ~l 4 
ハム〆 刊 の IH !'JJ~ l 

ヒ γ ナプfJ メ ソキ ！＇Ji~ 3 

コ メゾキ L、シ 千｜

Sdatos o曹nus sp 1JJ ~！ 2 
プJJ リク －rブ’｜ソ『ソム J 7 7 

ノlンi シF十
Curculio sp YJJ ~1 5 138 5 138 
／’ン i・〆千ト 'J1 u• 2 

7・』IH
Campo,,olus sp. 4 12 4 12 2 2 
4、lnJ,C: 向。 2 2 

Total 68 1, 156 85 1,387 19 158 172 2, 701 74 239 73 1,264 2S 272 175 I, 775 



自然教育園内の四林分で調査した大形土岐無脊椎動物について - 59 

表 22

Feb. 16, 1979 マツ林 0.25m＇× 2 
St. 1 St. 2 

動物？＇， L Au A1 A,-B Total L Ao A1 Az- B Total 

N w N w N w N w N w N w N w N w 
オ カ ナ ョウ ／プJイ

10 114 II 115 909 50 10 959 
ナミキヒJレ

九 d；クモ II 4 H. J JO J JO J 9 J 9 

ヒノハマ I・ピムシ 18 18 

ワ ラ ジ ム シF十
PorcelUo "' 4 35 20 ω 24 103 8 40 8 41 16 81 
セ ク u コシピログ ン J 4 60 2 61 6 121 4 防 8 261 12 349 

1 / 

ミツニ タマヘス ・1 2 59 2 11 70 

ヒ ｜ツ シ ム カ デkJ!,

3 11 4 14 5 2 38 78 5 121 
イノスンムカ -r)/J!,

ナ カ ス ジ ム カ cyJ,<;

Yノンム IJテ＂＂ 8 38 J 33 II 71 2 8 3 10 

〆j.ヵァ II .VJJ~l 

γ ヵ ム カ .，..，， 2 115 2 115 

yナプJ,, ム シ "l< ~ l 

チャハトアヵ γ ノ 1., 68 58 2 126 116 2 116 
1.X:~l 

剣時世Jll .VJ1 ~l 75 6 75 

以姐III 幻J~l 4 15 90 6 105 

ノ、ナJ、ェH
Fmw fr• 'I'・ !01 ~l 2 13 2 13 
才→ア ム ／ 千十

S ynu chu • sp .VJJ ~ ＇ 2 8 2 『
ハコ FテJ’モクム／ 63 63 

ヒ ゲ ナ カ J j ツ」持タclJ~l 16 16 7 7 

－＼－イ U ケヲリ

！$＼姐lll J 

’rota I 22 201 55 622 5 92 81 915 26 1,226 29 428 4 150 59 1,80-1 



- 60ー 自然教育閣内の四林分で調査した大形土段無脊椎動物について

表 23

Apr 27, 1979 ス夕、ジイ 材i 0.25m＇× 2 
St 1 St. 2 

刷物 r, L Ao A1 Ai B Total L Ao A1 Az B Total 

N w N w N w N w N w N w N w N w 
エンスイマイマイ 他 2H 2 295 21 3 316 61 61 

7 ト ミミス M 幻Jf本 14 1,078 3 249 17 I ,327 14 I ,212 5 657 19 1,869 

μ』1．クモ lI 3 H< 13 35 2 14 4 62 17 18 2 35 

ヒノ J、勺’ I・ ピムシ 2 36 30 3 66 

ワラ〆ムン 千十
PorcelUo sp 4 31 7 117 4 48 15 196 35 199 2 8 37 207 
セグロコンビ u 7'ンコ 28 28 31 24 2 55 
L..;,,, 

マクラキベスデ胤

131 2 134 
オワキ Jヤステ’h叫

ジム カ テ〆II !'Ji止l
47 47 117 3 117 

十ヵースジムカテ1品

？均 L 力宇〉晶 3 23 3 23 13 13 

ソ十カメムシ I~え虫 2 144 144 

ハコ Fテゴモクムシ ！（＇千 j81 81 

クピナガゴモクムシ 11 6 I 21 21 

ヒ ノ ，〈チ 千十円 川

Total 23 1.448 20 636 8 214 51 2,298 54 1,556 16 949 。。70 2, 505 



自然教育圏内の四林分で調査した大形土峻無脊椎動物について - 61ー

表 24

Apr. 27, 1979 ミズキキt 0.25m＇×2 

St. 1 St. 2 

L Ao-A1 Az B Total L Ao A1 Az B Total 

N w N w N w N w N w N w N w N w 
オ カ チョウジズfイ

I 8 35 3 22 6 57 108 、46 13 154 
エ ン スイマイマイ

フ 1ミミ；＜；HJ;
I 10 791 II 84 48 3, 185 438 86 222 14 746 

II i'J1f.本

』工!I・：クモ 1I 4 H; 3 70 5 32 6 102 

ヒメハマ lピ ム シ 61 28 3 89 3 71 4 36 3 55 10 162 

ワ ラ ジ ム シ千千

PurcclUo '" 9 39 II 40 40 202 8 38 9 47 57 287 
セ クF ロコシピ口 yン .f 25 14 39 II 61 3 32 2 24 16 117 

ム シ

ミクニタマJヤヌer 23 23 4 4 

オ ピヤスデ胤 2 37 2 37 

メクラペシムカ デ】品 5 

ナプf7：ジムカデ胤
！ ？ 13 40 5 14 45 117 5 9 122 

;; ム カ デII YJdt 

ア カ ム プJrM 2 137 2 137 

_, ム シ lI ＋ ＋ 8 8 

ツ チ カノムシ ！＆.出
I 2 69 69 57 2 113 72 5 242 

ーノタ －0ンナャイロナプf
カメム シ 幼 虫

金島坦JI! !'JJ!ll 44 424 3 468 

Jill_組 II J＆. ~t 2 2 

政 組 lI 幼 虫 2 8 10 12 33 13 53 4 645 4 645 

アォオサムシ II t )636 636 

マJレプfタツベ骨ヒ ラ Y'-" 43 43 
ミムーJ

ハ コ ダテゴモクムシ 2（干） 88 11干） 62 3 150 

ヲピ今一対ゴ毛フムシ ］（干） 26 1 26 

，、ネ カ ク ン 千千

Tachypor;,,..,. ・'!'-YJJ ~ l 2 
ヒ ゲナがコノツキ幼 虫 9 9 4 

クロクシコメ Y キ －J'JJ~l 
I 61 

カ ッコヴ 4ムシ H＂＇》 1f>[( 11 I 11 
!'Ji止L

ゴミムシダマシ千十

Go,.occ1』halumsp‘YJJ ~ l 17 1 17 
ハ ナ ノミダマシ千十

A .. aspis ( A .. uspi s) sp 1(6) 3 3 
、／ウムシ4十 ！＇Ji止L 3 3 41 2 147 3 188 
ヲ’ リ不十

Campo""'"' 'I' 34 122 2 35 124 

Total 56 2,553 49 1,634 6 224 111 4,411 113 1,179 51 1,853 34 664 198 3, 696 



- 62ー 自然教育圏内の四林分で調査した大形土段無脊椎動物について

表 25

Apr. 27, 1979 コナラ1、本 0.25m＇×2 
St. 1 St. 2 

!ilJ 物名 L Ao A1 Az-B Total L Ao-A1 Az B Total 

N w N w N w N w N w N w N w N w 
オカチ ョウジガイ 4 5 56 7 65 664 664 i也2干，E
フトミミス胤

506 113 2 28 12 647 234 20 1,754 
フト ミミズル4 !'J1帥ら

1~：， 1 クモ l I 2H IO 2 15 3 25 

ヒj J、つ’トビムシ 31 13 2 44 2 48 2 組

ワラ ジム シI＇十
Porcellio •v 18 529 32 384 50 913 18 80 5 38 24 24 142 
セグロコ シピロ F シゴ 20 558 57 311 77 869 14 285 7 15 292 

ムシ

ミクニタマヤスデ 7 132 31 8 163 

7 ク ラ ギヤス テ，，，，..

オ ウギヤスデ胤 399 43 5 442 130 3 12 43 13 185 

オ ピJヤス デ ＂＂＇

ヒトフ y ムカテル且

103 回 78 264 19 2 19 
イ y スンム カ -rRJ!, 

ナガスンム カ ァ刷

8 2 8 46 9 4 55 
シム ヵ テ lI 'I.ゴJ!.It 

アカムカヲ M 90 5 622 6 712 13 13 

コムン lI 2 3 3 2 
ヒ'T;,,,:u ，.、・サ ミムシ 109 109 

7’ブJ ラ i‘ン 十ト ~＞ I H 2 2 

蛸姐Jll 幻j!.It 3 56 3 56 8 190 8 190 

以姐111 l•Ji:!.lt 6 6 

A見世Jll !'JJ!.lt 9 4 9 55 56 
ハナ， ，エ 十｜

Funnia sp. 土ゴJ!.It 4 
オ令FL、ン千十

Synuchus 'I'・ h両 26 26 
セ ？｝レタ マキノコムシ 3 3 
ク口 4ナビイ u ，、寸、カク 34 2 34 28 28 

み〆タ:IJ!Jt
,_..,7ロア プJ，、ノ、 ネカ 21.66) 44 44 

クシ
コク .， コノJイ、 I（干）602 602 

クロソ吋り、y’＿，，，＂キ

幻I！』1
17 17 

クシコメ·~ ~－ i>Ji!.lt 157 157 

ヒゲナガコ メツキ ！＇J1'-11 48 48 

ホソヒメカ夕 、ノ ウムシ II 3 11 

／ウムシ千十

Curculio sμ. 幻J'1t 57 3 130 4 187 5 
トピイ口ケ T リ 37 69 352 921 3 12 392 1,002 

本 l•J返 輔、 2 2 11 2 11 

Total 113 2, 711 472 3,121 13 346 598 6,178 83 3,065 19 397 6 293 108 3, 755 



自然教育圏内の四林分で調査した大形土段無脊椎動物について - 63ー

表 26

Apr. 27, 1979 マツ林 0.25m＇× 2 

St. 1 St. 2 

動物 ：｝＇， L Ao A1 A, B Total L Ao A1 A,-B Total 

N w N w N w N w N w N w N w N w 
オカチョウ ジガイ

22 
ナ ミ ギ セ ル

2 241 3 6 
2“ 

フ ト ミミズ胤

176 19 1,687 22 1,863 187 • 187 
，， 幻＇Jf1'

点止三ク モ lI 2 Ni 132 132 

ヒメ ハ マ トビム シ 19 19 

ワラジム r千十

Porcellio 'P・ 3 2 4 8 5 9 
セ グ ロ コンビロタ’ンゴ 16 16 35 35 
ムシ〆

ハ ガ Aマスデl晶

ベ シム カ デ胤

ヒ ト フンムカデ属 6 19 2 12 5 31 

イ y スンム カ デ胤

ナ ガ スージ ム カ デ胤

70 2 3 3 5 6 
ジ ム カ デ lI 幼 虫

78 2 42 4 4 47 

ア カ ムカ デ絹 10 10 

コムシ II

ヒ メ ツチカメムシ 1£!.lt
156 2 156 257 2 137 8 394 

yチカメムシ 成 !.It

ナャ，＜布、アオカメムシ

1此！.！.•
87 87 

蝿 lllU 幼 虫 629 629 7 7 

,¥11.lJj u 1，）（虫 6 6 2 12 

,¥1(先週 U 幻1虫 4 5 4 5 

..，，レガタソヤヒラタゴ 29 
ミムシ

29 16 16 

オ オ ヒラタンデム y l( t )362 362 

，、ネカク y千十

Atheta •p. I 
，、キ カ ク i--tキ
Tachyporinae 'P‘主)J!Jl 2 2 2 4 
ビロウドコガネ l（♀）113 113 

アカビロウドコガネ2寸T 13 13 
幼 虫

ク ロ クシコメツキ .YJJ!.ll 161 161 

ヒゲナプfコ メ ツキ l( t) 55 55 

クギヌキヒ メ ジョウ カ l（干） l 
イ モ ドキ

／ウ ム ンイドト !'JJ止i 4 4 

ヒノ J<・J-"' 1干o[( 4 4 

ア メイ uアリ ＋ ＋ 12 7 12 7 

Total 6 877 31 2,450 10 137 47 3,464 39 641 19 652 3 10 61 1,303 



- 64 - 自然教育圏内の四林分で調査した大形土段無脊椎動物について

表 27

May 25, 1979 スタジイ 村t 0.25m＇× 2 
St. 1 St. 2 

動物名 L Ao-A1 A,-B Total L Ao-A1 A,-B Total 

N w N w N w N w N w N w N w N w 
オカチョウ ジ庁イ f也5帥 47 6 80 II 8 138 6 448 19 8 467 

フトミミス’胤 幻Ji本 7 3, 168 II 3,376 3 31 21 6,575 8 2,489 7 2,610 2 486 17 5,585 

;i'.;.:JEクモ lI 10和世 247 5 144 2 59 12 450 88 4 30 7 118 

ヒメハマ トピム シ 2 2 

ワラ ジムシ平ト
Po reel l io sp. 8 100 63 283 II 72 394 59 950 55 449 47 118 1,446 
セ グロコシピロ y ンゴ 2 4 17 311 20 320 6 99 35 759 45 43 903 
L‘＂＇ ミクニタ 7 ヤスデ 3 80 3 ω 
7 ク ラギJヤステ’胤 31 31 121 68 3 189 

ペシムカ デ1再

イ y スンムカデ属 2 16 2 16 120 26 4 146 

ヒトフ シムカデ胤

ナズYズ ジム カ デ属

292 5 293 5 
ジムカデ副 幼虫

アカムカデ属 4 181 4 181 2 30 6 208 8 238 

ヒゲ ジ ロ ハサミムシ 510 510 

ツチカメムシ 成虫

ヒメホンカメムシ〆＇＂＇虫
8 73 2 81 66 4 277 34 8 377 

フタモ ンチャイロ ナプf

カメム シ 幼虫

ミヤマヒメカゲロウ幼虫 4 I 4 

島ill鑓i目 土IJ'.U 3 13 3 13 3 171 3 171 

Iii-姐lEl 幼虫 4 6 43 5 49 

ハナノ〈エH
Fannfo sp 幻l'I• 5 5 
ハコダテゴモクムシ 77 2 173 3 250 

クビナガゴモク J.シ 1 18 18 

，、ネカ クシ手十

Tachyporinae s p，封J~l

クシコメツキ 幼虫 49 1 49 

ヒゲナ庁コノツキ幼虫 II 1 II 

ハナノミダマシ料
Anaspis(Anaspis) sp 1（平）＋ ＋ 

ホ ソヒノカ夕、／ウムシ 6 6 

！／ウム C-1』
CurcuUo sp. 却J•I• 2 152 2 152 
アリ科

Camponotus sp. fli'.3干・［（ 2 3 4 10 6 13 12 26 3 1 3 
未同定 幼虫 9 9 

Total 31 3,583 127 4,850 20 870 178 9,303 85 3, 866 131 5,315 16 831 232 10, 012 



自然教育園内の凹林分で調査した大形土段無脊椎動物について - 65ー

表 28

May 25, 1979 ミズキ中本 0.25m＇×2 
St. I St. 2 

動 物名 L Ao A1 Azー B Total L Ao A1 Az B Total 
N w N w N w N w N w N w N w N w 

オカチョウジカイ 46 46 2 5 2 

セ グ 口 ミミス’ :>Jif-1< 
529 22 6,289 9 1,650 33 8,468 21 6,942 918 39 10,855 

フトミミ x"" 

モエキサ lウム戸 ＋ 5 6 8 

J~－ 11 クモ l I 8 Hi 8 51 14 48 11 23 110 9 2 54 5 4 ω 
ヒメハマトピムシ 2 7 6 104 5 24 13 135 ＋ 14 182 130 19 312 

ワラジムシ 千十
Pore el lio •p 26 122 84 286 10 27 120 435 11 52 18 164 16 84 45 300 セ Y’ロコシピ u y’ンゴ

4ムシ 38 7 120 40 13 198 38 6 113 9 128 22 279 
オカ F ンゴム ーン

マタラギヤスデ以

;j"ピ-I"ステ・；J!, 9 9 18 62 3 

“ オウキヤステM

イ y スンムカテ kJ!,

十ガ式ジムカ子l晶

ソメ シム カテM 3 7 2 70 5 77 3 9 8 8 17 

ジム カ デ lI j幻J~ l 

7 カムカ flι 18 18 14 20 2 34 

コムシ lI 10 2 4 12 7 2 2 

ツチカノムシ 成虫 ｜

ヒメホ yカメムシ土Jdt
19 121 9 149 132 2 132 

フタ ・cンチーベ イ u・十プ／

カ ノ ム r:>Jiilt I 
ヒノクヒ・／－プfプ＂｝ ,It..‘ン 3 3 

土ゴJilt
ハナ， fエ H
Fannia sp :>Ji 'It 2 6 2 6 
輯 姐111 i幻Jill 2 2 

ヒメツJヤヒラタコ’ミ ムシ l(t i、
守 Jレズ（？ －~ャヒラ Y コ’ l : 178 

ミムン

クビ’ナプfコ’モ 7＂ムシ’ 25 4 

クロ ＋）ドビイロ J、ネカク 11 
シYJJilt

，、キカク J 千十

Tachyporinac '1'・ YJdt 
ナ ガ チベコガネ 則自 l ( t )200 200 

ゴミ ムシダマン科
Gonoccphalum 'P，却Jill 25 25 
、／ウムン 千十

Curculio 'I'- :>JE!t 51 65 2 116 
アノイ口ア リ 1ill4 H. 38 30 38 30 3 6 2 2 5 8 

よJu以L 史1fJ ＋ 4 2 4 

Total 48 840 加37 ,450 38 1,937 289 10,227 36 3, 102 72 7 ,547 50 1,460 158 12,109 



- 66ー 自然教育関内の四林分で調査した大形土岐無脊椎動物について

表 29

May 25, 1979 コナラ＋本 0.25m＇×2 
St. 1 St 2 

動物 r. L Ao A1 Az B Total L Ao A1 Az B Total 

N w N w N w N w N w N w N w N w 
オヵチ ョワジメγィ 97 97 

ナミギ七 Iレ 150 150 

フ トミミズ属

4 657 610 13 3,615 17 6,060 2 460 29 10, 764 
II NJ f小

モエギザ lウムン 3 7 3 7 

』＇CJ£ クモ lI 4 I+ 17 17 5 85 2 23 7 108 

ヒメハ 7 トピムシ 2 76 140 6 216 

ワラジムシH
Porcellfo • P· 4 23 49 227 103 56 J53 11 155 11 96 22 251 
セグロ コシビロダンゴ 19 22 351 33 25 403 5 76 19 416 20 25 512 L. ,.-

ミクニタマヤステ 3 99 3 99 

7 クラキーヤス テ.... 

'・ 6 66 63 8 129 213 174 38 10 425 
オウキヤス 7.... 

イ yスン 4ムカ テ，，』1』
I 2 90 2 90 

イ シムカテ.... 

ナガスジムカ 7....,

I 4 220 10 5 230 
i-'L カテ lI Y)J~C 

アカ ムプJ-rM 121 26 2 147 

コ 4ムシ II 6 2 ト 8 5 

ヒ γ シ’ 口 J 、 •t ミ ムシ 95 95 

ヤマトシ uナリ 4 4 

yチカメム シ 1,l<;~ ！ 3 217 60 3 160 

ヒメクヒ十 t;ム シ 217 100 

蛸姐111 i'JJ 1! 2 23 2 23 

4見地 lI J£1t 2 7 2 

ぷ姐111 幻j~！ 2 10 49 3 59 

ハコダテ ゴモク ムシ 94 94 

クロサピイ u，、Jトカクン

:'Jd』
70 1 70 

ハムシ千十 幻j~！ 

クシコメツキ ;'Jd’ 10 1 10 

クロクシコノツキ土h~ ！

ヒゲナカコメツキ i'JJ~ ！

サビキ コリ YJJ !lt 20 I 20 

ソウムン千ト

Curcul;o •P YJJ~ ！ 3 136 3 136 20 60 2 80 
7’ノイ ロTリ

10 15 10 
トピイロ ケアリ

元よ戸：］~ !ifi 3 

Total 20 2,466 92 2,021 14 1,058 126 5, 545 49 5,014 72 7 ,467 24 748 145 13' 229 



自然教育圏内の四林分で調査した大形土岐無脊椎動物について - 67 -

表 30

May. 25, 1979 マツ林 0.25m＇×2 

St. 1 St. 2 

動物才1 L Ao-A1 Az B Total L Ao A1 Az B Total 

N w N w N w N w N w N w N w N w 
ナミギセJレ 4也2や配 19 459 478 12 12 

セグロミミズ

フトミミ X属 327 11 1,577 2 110 15 2,014 523 6 1,443 1 I, 966 

II ~JJf,\: 

キハFカ エ グモM ・'I' 8 

ヒ ノハマトピムシ 23 23 

ワ ラ ジム ン存千

1'0T C<• lUo 寓p. 2 38 18 6 56 8 57 8 57 
七 グ ロ コシ ピロ 7 ン ごf 3 65 7 117 3 32 13 214 4 52 2 22 6 74 

ム ン

ミク ニ タ マ ヤ Y、テ’ 38 38 18 18 

オウギヤ 7,7),J!, 2 2 

ナ ガ ス’ジムカ テ}{Ji,

42 3 12 2 6 59 ＋ 
ジムカ デ 1I 幼虫

コ ム シ 日 2 ＋ 6 8 

ヒ’f ~－ n ， 、 •t ミ ム シ 66 66 

十 7 トシ ロアリ 3 3 

ゥ タモ ンチ ャ イ ロ ナ プf
カメ L、J‘ 幼虫 680 11 680 16 3 133 5 149 
ツチカメ 4 シ l>it~tj也2干· f(

セ ミ干十 ＊ 土h ~t 10 10 

蝿姐1日 土ゴJ~l 3 3 9 9 

決処1円 幼 虫 13 13 

ク ロサピイ口ハ？．カク 54 54 
〆却Jut 

ク シ コノソキ タUiut
2 i 239 

2) 

ヒゲナプfコ メ ヴ ＼・?J1ut JI 

オ オクチ者ム シ 69 69 

ア メイロアリ

22 5 22 24 50 24 
-; 'if千
Ca”pa”。trl .~ ... ,, 

,+<j.;J;.il •.i fl 

Total 13 532 55 3, 270 9 161 77 3, 963 3 539 77 1,825 4 38 84 2,402 



- 68ー 自然教育圏内の四林分で調査した大形土岐無脊椎動物について

表 31

Jul.6, 1979 スダジイキ4 0.25m＇×2 
St. 1 St. 2 

動物 :r. L Ao At Az-B Total L Ao-At Az-B Total 

N w N w N w N w N w N w N w N w 
コウ ガ イ ピル刊 の － Hi 6 6 

オカ チョウジガイ 2 151 2 34 185 4 29 5 30 
仙l2 f'f( 

へ ン イ セイミミズ

フ ト ミミス’属 1主体 15 13,837 323 21 16,805 894 4 2,894 

フト ミミズ属 幼 体

J~－IE クモ 円 2やE 2 10 2 10 

ヒメ ／、7 トビムシ 32 5 3 5 42 3 ω 3 制

ワ ラジム シ不十
Porcell;o sp. 12 109 54 212 3 82 69 403 24 125 17 188 27 42 340 
セ グ ロ コシピロ 7 ンゴ 2 25 9 240 11 265 10 228 85 1, 701 95 1, 929 

4ムシ

ミクニタマヤスデ 29 5 130 6 159 

マクラギヤスデ属

4 62 2 66 68 26 2 94 
オ ビヤ ス -T,YJ!

ヒト フシム カ デ胤 6 6 2 2 

十ガアミジム カ デl品

ソメ ジムカデ属 2 6 3 7 5 13 2 2 

ジム カ デ lI YJJ且1

アカムカ デ属 2 73 5 2 7 75 2 30 138 3 168 

コ ム シ jcj 4 2 2 8 8 

ツチ カメ ムシ ｝此且1 51 51 

剣耳目Jll 幼 虫 82 2, 111 5 111 26 88 2,248 6 5 2 11 

反姐Jll j幻J~ l 66 6 2 72 7 7 

ハナ ノ〈エ刊

Fannfo sp i'JJtll 3 16 16 6 6 
ク ロ4ナビイロ J、ネ カクシ 2( i干）200 2 200 

ヒゲ ナ ガコ メ ツキ幼tlt 46 2 69 3 115 63 2 63 

コハナ ノ〈チ科

Lasioglossum sp 

Total llO 5, 165 96 14,567 23 788 229 20,520 43 2,470 133 3,161 3 216 179 5,847 



自然教育圏内の四林分で調査した大形土段無脊椎動物について - 69ー

表 32

Jul. 6, 1979 ミズキキ4 0.25m＇× 2 
St 1 St 2 

動 物 r. L Ao A1 A, B Total L Ao A1 A, B Total 

N w N w N w N w N w N w N w N w 
オカチョウジガイ世包2同 190 2 191 4 506 3 47 2 6 9 559 

フトスジミミ X 11 7 ,403 3 1,808 986 15 10, 197 15 12,454 6 3, 923 6 1,885 23 18,262 

モエギ吋2 ト ウ ム シ 6 6 

ti:iEク モ 目 4和前 5 143 143 7 5 27 2 7 36 

ヒ メ ハ マ ト ピ ム シ 3 64 3 64 44 100 2 20 9 164 

ワラジムシ干十

Porcellio •p. 14 83 10 61 2 11 26 
オ カ F ンゴムシ

155 71 737 54 291 40 130 165 1, 158 

62 1, 597 10 271 119 3 225 526 90 l.446 12 233 130 2,205 
セグロコシビロタ’ンゴ
ム y

ミクニタ 7ヤ ス デ 30 53 4 83 

ヤケヤスデ属

3 2 5 3 5 
7クラギヤス デ属

イ ッ ス ン ム カ デ胤

ゲ ジ ム カ デ属 17 ！？ I 2 184 3 6 2 2 7 192 

ヒトフ yムカ デ胤

ナガズジムカ デ同 45 6 46 3 2 2 4 5 

ア カ ム カ デ 胤 2 68 102 7 170 4 123 8 77 2 34 14 234 

コムシ目 9 4 2 3 11 7 7 2 7 2 

ヒグラン 4令 幼 虫 287 287 

Yチカメム r 団主、5'JJ'1l

オ オモンシロナガカメ
6 119 38 729 5 97 49 945 101 20 340 54 22 495 ム シ 1広、XiJ虫

ピワJ、ゴロモ ト千十円 IH<
土IJ'1•

園事坦1臼 幼 虫 45 45 166 4 81 5 247 

71レガタツヤ ヒラ タゴミ 27 27 ム ン

ハコダテ ゴモクムシ 3 ~， 36 36 
i'JJ '1< 

クロ＋ナビイロ ノ、 才、カ クシ 1（干）125 125 

オオビロウド コ ガ ネ2令 10 10 
幼 虫

J、ネ カ クシ手十

S e p e d ophilu • • P· 6 
ヒゲナガコメツキ幼虫

タチキムン千十 246 
A llecula • P i'JJ '1l 
ゾウムン手十

Curculio • P 幼 虫 2 10 2 10 

Total 83 9,049 147 4,835 22 1,379 252 15,263 131 14,905 219 6, 784 67 2,655 417 2,4338 



一70ー 自然教育圏内の四林分で調査した大形土岐無脊椎動物について

表 33

Jul. 6, 1979 コナラキ本 0.25m＇× 2 
St. 1 St. 2 

動物名 L Ao-A1 A1-B Total L Ao A1 A1一一B Total 

N w N w N w N w N w N w N w N w 
ナミギセル f也1干唱 2 197 2 197 

ヘンイセ イ ミミズ

フキソクミミス：

5 5,418 4 7. 587 9 13,005 11 7 ,681 645 26 20, 016 
フトスジ ミ ミズ

フトミミ x属

モエギザ lウムシ 4 4 

J'.;;iLクモ lI 4 t・量 2 2 3 34 4 35 

ヒメハ？ トピム シ 23 2 28 3 51 

ワラジム y 干刊十

Pore ell io sp. 58 92 13 64 71 156 20 113 15 121 2 13 37 247 
セダロコシピロ 7 ンゴ 6 61 
4λL〆

126 13 187 17 392 5 142 3 59 25 593 

ミクユタマヤスデ 4 148 35 5 183 

オピヤスデ属

マクラギヤ ス デ踊 8 16 3 24 34 2 34 

ハガヤス デ属 ) 

ゲジムカデ胤

19 2 19 
ヒトフシ〆ムカデ胤

ナ庁ズジムカデ胤

53 53 81 81 
ジムカテ’lI YJJ !lt 

アカム カ デ属 6 99 6 99 3 121 2 160 281 

コムシ II 5 ＋ 6 3 ＋ 3 ＋ 

Yチカメムシ 1£：、幼虫 II 40 30 98 17 168 

ヒグラ Y 4寸？ 幼虫 223 223 

創骨組it-1 幻1tlt 18 336 27 19 363 3 3 

ハナノfエ 科

F雫anniasp. 幼虫 3 5 3 5 
サピキコリ !rJ）止1

ヒゲナガコメツキ幼虫

キーすワリ 幻】!lt 217 217 

ゾウム y 不十 i"Jd’ 74 74 

ゾウムン千＇f
Curcul io sp 幼虫 2 84 2 84 
単向姐i1.1* l>lttlt 2 13 2 13 

アミメアリ 21 15 21 15 

A、！”J；江 則前 2 3 2 3 

Total 114 6, 162 43 7,997 3 28 160 14, 187 81 12, 678 50 8,491 12 1,276 143 22,m 



自然教育圏内の四林分で調査した大形土段無脊椎動物について 71ー

表 34

Jul.6 .1979 マツ林 0.25m＇×2 

St. 1 St. 2 

動物名 L Ao A1 Az B Total L Ao A1 Az B Total 

N w N w N w N w N w N w N w N w 
オカチ ョウ ジプ／イ 1也2やE 36 36 7 81 2 474 9 555 

ハ タ ケ ミミズ

ヘ ン イセイ ミミ ス

19 IO, 757 10 8,087 4 4,220 20 17,997 
フ 1ミミ y、M

II 幻＇Jf本

1~： :1E ク モ II 4 H< 2 28 2 28 55 7 27 8 82 

ヒメハマトピム シ 4 75 4 75 

ワ ラ ジム ン手事

Pored Un吋’ 5 5 108 108 
オ カ ダ ン プム シ

I 20 465 68 ,21 533 206 4 72 II 278 
セ ク’ロ コシ ピロ 7 ン ゴ

ムン

ミク ユタマヤ スデ ＋ ＋ 4 135 4 135 

マタラギヤ ス デ』品 2 120 2 120 

イ ンムカ デ以

3 9 
ヒト フ シ ム カ デw. 27 10 30 

ナガア、ジ ム カ デ胤
I 3 2 38 2 28 5 69 20 38 4 58 

ジム カ デ II 幼 虫 ！

マカ L 力 7'1凪 4 149 2 88 33 7 270 2 90 52 142 

コ 」ムシ II 3 5 2 50 15 52 16 

コオロギ~＇十
Gryll;,,,.,. ・'1' 土IJ ~.l 9 9 
ツチカメム シ クU1ut 2 21 25 

ヒグ ラ シ 5令幼虫 843 843 

蛸姐111 タJ』lれ 46 I, 130 8 180 5 55 1,315 

占足姐111 幻•J!it 4 3 4 3 

ヒゲ ナ庁 コ ノ ツ キ幻1ut 47 47 7 189 7 189 

7’ミメ7唱リ イii!.2トR 3 3 13 18 13 18 

”11.lllll 21 21 

1ミ1.;j礼三 員同 3 3 

Total 55 11.585 126 9 1,006 68 12, 717 61 6,886 140 9.309 13 4,861 214 21,056 



- 72 自然教育園内の四林分で調査した大形土段無脊椎動物について

表 35

Aug. 22, 1979 スタジイ中本 0.25m＇× 2 
St 1 St. 2 

'1i1J 物名 L Ao A1 A, B Total L Ao A1 A, B Total 

N w N w N w N w N w N w N w N w 
ハタヶミミ 7;

ヘンイセイミミス：

742 3 2, 488 182 6 182 
フトミ ミ ズ属

’F i'JJf本 1

，~：JF: クーモ l I 5千・H. 29 5 56 85 291 291 

ヒメハマ卜ピムシ 3 4 16 19 18 18 

ワラジムン千十

Poree ll io sp 64 358 118 266 II 38 193 662 7 15 7 40 6 16 61 
セゲロコシビロタ’ン ゴ 15 341 32 616 8 196 55 I, 153 II 155 39 387 26 51 568 
ム y

ミアニタ 7 ヤステ’ 3 34 2 37 4 80 84 7 164 

7 クラギヤ ステ’ 72 72 

イ y スンムカデ胤 3 3 

ナガズ ジムカデ胤

ツ メ ジムカテ＇k~ 77 2 2 79 109 10 109 

ジムカテrII J'Jdl 

アカムカテ’属 357 13 358 17 715 6 137 6 137 

コ正、シ lI 7 2 7 2 

カネタタキ YJJ山 16 16 

ヒ’f ジロノ γ サ ミムシ 8 325 6 226 14 551 

ツチカメ ムン 1＆、i'JJ!Jc 69 5 380 6 449 2 2 4 8 

ヒメ 7’メン，.r:
＂見＂＇

13 13 

反凶「I J'JJ!Jl 4 145 2 145 

アオ オ サ ムン 3令土!J!Jl 725 725 

ハ コダテゴモクムシ 115 115 

クシコメソキ YJJ !Jl 84 84 

ヒ ゲ ナズfコメツキ幼虫 2 29 2 29 

ハム シ y-－，， シ件

Nemostira sp. Y)J!Jl 7 
ソウムン千十 タVJ!Jl

83 2 73 7 158 3 II 86 4 97 
クピナカキパチ千けVJ!Jl

オオノ、リアリ

9 15 2 14 23 
キイロシリア ゲアリ

よ l•l］広 "''fl 10 2 10 2 

Total 101 3,318 198 3,676 27 325 326 7' 319 27 258 92 1,458 17 236 136 1,952 
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表 36

Aug. 22, 1979 ミズキ 0.25m＇×2 
St. 1 St 2 

動物 t. L Ao-A1 A,-B Total L Ao A1 A, B Total 

N w N w N w N w N w N w N w N w 

オ ヵ チ ョウジ庁イ f也2帥 523 4 45 4 9 572 462 2 25 7 4 494 

円』ンイセイミミス 94 94 

J'{jJてクモ lI 9卜F 8 48 6 20 6 22 20 90 18 6 14 II 32 

ヒノハマトピムシ 3 2 20 5 66 II IIS 2 59 13 174 

ワラジムシF十
Porcellio sp. I IO 588 65 114 I2 64 187 766 87 371 89 188 I2 15 I88 574 
セ ターロコシビロタ’ンコ 20 544 I I7 I ,276 17 203 I54 2.023 I6 333 102 698 15 103 I33 I, 134 
ム シ

ミタニタ 7 ヤスデ 3 95 95 

7 クラ 金ザヤスデ胤

: 4 167 2 39 6 206 56 30 2 86 
オ ピヤスデ胤

イ yスンムカデ胤

16 29 2 45 I 3 56 7 10 60 
イシムカ デ lI 幻JDt 

ナ ズr7：ジム カ デ属

ソノジムカデ胤 4 3 4 7 5 92 6 93 

クイ ン ジ ム カ デ）1Ji,

？カムカ デ 凶 5 154 I54 4 238 4 238 

コムシ II 2 .j. 2 十 8 .j. 9 

カ ネタタキ 79 79 

ヒゲ ジロハサミムシ 2 198 2 198 

ツチカメムシ 1£:.•Jdt 
90 2 88 4 178 I44 5 307 59 8 510 

ヒ〆 ・r.シカノムシJ,J<:Dt

，、 寸－.--:.:r_ 4・ト

Fannia ''' !"Jリt 6 6 
アオオサム シ 2、 3令 2 575 2 575 

j幻JDt 
クピナガゴモクム J 20 

22 
コクロヒメコ’モクムシ

クロ 4ナビイロノ、ネカクシ 1( 6Jl20 I20 

，、ネカクシ千ト

A theta sp. ＋ ＋ 
キ コプ／才、 3 ~ 1J1Dt 939 939 

セマFラコ Yゲネ 2 ~t幼 Dt II II 

ヒフ’コノ、yキ i'JJDt I43 I43 

ヒゲナ庁コメツキ土IJDtI 

コ メ ソキムシf＇十
3 9 312 2 40 12 355 

Card iophorus SJ'・ YJJ Dl 
クチキムシ千十

A llecula sp. 土，，工.It1 
筆宵illII j此tlt" 6 6 

アリ干十

Camponolus sp. 3 4 4 

Total 150 1, 974 225 3,864 46 455 42I 6,293 121 1,608 244 I. 853 35 4I7 400 3,878 
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表 37

Aug. 22, 1979 コナラ材i 0.25m＇×2 
St 1 St. 2 

動物 :r, L Ao A1 Az-B Total L Ao A1 Az-B Total 

N w N w N w N w N w N w N w N w 
ハタケミミズ

ヘンイセイミミスー 2 2, 599 

J'(.iFクモ 「1 6干，R 22 2 178 3 200 6 30 2 8 34 
ヒメハマトピムシ 5 5 

ワラジムシ平ト
Porcellio • P· 3 13 30 56 5 34 74 42 248 80 452 2 14 124 714 セグロコシピロダ ンプ 42 49 750 50 792 14 191 99 1,265 40 114 1,496 ム y

ミクニタ 7 ヤス デ 36 I 36 16 16 
7 クラギヤスデ胤 2 118 2 118 5 189 6 107 II 296 
イ yスンムカテ判

5 5 
イシムカデlI i'J1立主

ナガス’ジムカデ属

5 58 2 16 5 79 ジムカデH 幻dt

アカムカデ属 4 3 95 13 354 2 8 18 457 
コムシ lI 

4 2 2 3 6 
カネタタキ 3リJ止《 8 8 
yチカメムン l以；‘！＇J1tli ) 

55 60 2 115 2 86 十 3 86 ヒメホシカメム；，I.Ji: !1l 

J;iJ..姐111 ガJtlt 6 6 
ハナノfエH
F’annia sp. 幻J'.It 9 9 ヒラクピナプ／ ゴミ ムシ

I（干） 39 39 
ハコダテゴモクムシ 77 77 

ヒゲナ庁コメ y キ幼虫
2 66 2 66 

ソウムシ千十

Curculio sp. 土；1'.!> 
38 38 アズマオオス’アカアリ

12 1. 2 14 
トビイロケアリ

Total 9 262 88 1,093 2 82 99 1,437 70 3,346 215 2,449 12 159 297 5, 954 
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表 38

Aug. 22, 1979 マツ才＋： 0. 25m＇× 2 
St. 1 St 2 

111J 物 名 L Ao A1 A, B Total L Ao-A1 A, B Total 

N w N w N w N w N w N w N w N w 

オカチョウジガイ f世！2やR 5 Ill 5 111 48 48 

フ ト ミ ミ ス胤 1 1,241 I 1,241 5 3,036 5 3, 036 

イタチクモ 57 16 2 74 

ヒメハ 7 ト ピ ム シ 2 5 2 5 38 1 38 

ワラジム－－ ~ト
Porcell;o sp. 15 79 13 13 3 29 95 19 70 8 13 2 28 85 
セグロコシピロ F ンゴ 26 424 8 67 2 15 36 506 26 486 29 319 45 59 850 
ム ン

イ y スンムカデ)/11,

211 19 19 2 86 25 316 29 17 86 18 115 
ヒトフシ〆ム カ テa胤

ナ ガス’ジム カ デ胤

Yノ ジ ム カ デ胤 13 13 ~ 2 14 5 3 19 

ジムカデlI 幻J止L

アカムカ デ胤 3 14 3 14 2 138 2 138 

コムシ U 10 3 10 3 3 す T 4 ＋ 

ツチカメムシ 成 '1l 3 152 63 4 215 

ナプfカ ノムシHIN<.幻J虫 ＋ 十 十 ＋ 

アオオサム；.＇ 1 ~·幻J'1l 79 79 

アオオサムシ’ 島両 599 599 

ハコ Fテゴモクムシ 65 72 2 137 2 142 66 3 208 

コ タ ロヒメコ’モクムシ 7 7 

クシコ j y キ 幼 虫 166 166 

ヅ〆〈キシギゾウムシ 11 i) 25 25 

キ イ ロケアリ ＋ 2 

Total 54 2,209 60 235 12 273 126 2,627 52 3,669 69 1, 629 10 219 131 5 517 




